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私
立
幼
稚
園
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
最
善
の

利
益
を
目
指
し
、
子
ど
も
の
内
面
の
育
ち
を
看
取
り
な
が

ら
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
即
し
た
幼
児
教
育
に

鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
国
に
お
い
て
は
『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
制
度
』
に
か
か
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
子
ど
も
不
在
」
の
論
議
と
し
か
言
い
難
く
、
誠
に
遺
憾

に
思
う
次
第
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
最
重
要
課
題
は
「
教
育
の
質
の
向
上
」
で

あ
り
、「
総
合
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
へ
の
株
式
会
社
の
参

入
を
認
め
な
い
」
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
幼
児
教
育
重
視
を
国
家
戦
略
と
し
て
位
置
付

け
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
併
せ
て
、
こ
の
制
度
を
“
親
子
が
き
ち
ん
と
家
庭
で
向

き
あ
う
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
”
に
す
べ
く
国
等
に
要

望
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
ゆ
り
か
ご
を
動
か
す

手
は
世
界
を
動
か
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
学
び
・
成
長
を
見
守
る
母
親
の
役
割
を
再
認
識
し
、

親
と
子
が
共
に
育
ち
合
う
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
シ
ス

テ
ム
制
度
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
今
こ
そ
保
護
者
や
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
た
め

の
幼
稚
園
づ
く
り
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
幼
稚
園
の
構
築
に

向
け
、
全
国
の
私
立
幼
稚
園
が
総
力
を
結
集
し
て
取
り
組

み
た
い
も
の
で
す
。
今
日
、
社
会
が
複
雑
化
し
、
諸
問
題

も
加
速
度
的
に
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
故

に
、
人
々
の
支
え
合
い
と
活
気
の
あ
る
社
会
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
子
ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る
中
心
は
保
護

者
で
あ
り
、
そ
の
保
護
者
の
周
り
に
は
多
く
の
理
解
者
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を

向
上
す
る
場
、
生
か
す
場
と
い
う
二
つ
の
働
き
に
着
目
し
、

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
』
と
し
て
私
立
幼
稚
園

を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
、
共
に
育
て
る
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
幼

稚
園
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
今
、
私
た
ち
は
高
い
志
を
持
っ

て
一
致
団
結
し
、
国
の
政
策
へ
の
関
与
、
政
府
へ
の
要
望

を
ね
ば
り
強
く
進
め
て
い
き
、
最
大
限
の
行
動
、
活
動
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
、
改
め
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。�

（
山
口
県
防
府
市
・
鞠
生
幼
稚
園
）
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平
成
２４
年
度
の
定
時
総
会
は
５
月
２３

日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い
て
、
全
国

か
ら
評
議
員
１
２
９
人
（
委
任
状
３１
人
）

が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
山
十
五
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
続

き
、
来
賓
と
し
て
、
文
部
科
学
副
大
臣
・

高
井
美
穂
衆
議
院
議
員
、
全
日
私
幼
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
会
長
・
河
村
建
夫
衆
議
院
議
員
、

民
主
党
私
学
振
興
推
進
議
員
連
盟
会
長
・

髙
木
義
明
衆
議
院
議
員
、
自
由
民
主
党
幼

児
教
育
議
員
連
盟
会
長
・
中
曽
根
弘
文
参

議
院
議
員
を
お
招
き
し
、
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
香
川
敬
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
国
会
に
お
い
て
審

議
さ
れ
て
い
る
法
案
成
立
時
へ
の
対
応
に

つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
の
選
出
に
移
り
、
町
山

芳
夫
（
東
京
・
ま
ど
か
幼
稚
園
）、
安
達

譲
（
大
阪
・
せ
ん
り
ひ
じ
り
幼
稚
園
）
両

氏
を
選
出
。
続
い
て
１２
人
の
議
事
運
営
委

員
が
紹
介
さ
れ
、
議
事
運
営
委
員
長
の
松

下
瑞
應
氏
（
和
歌
山
・
湯
浅
幼
稚
園
）
か

ら
、
総
会
成
立
の
確
認
、
議
案
と
議
事
進

行
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
議

事
録
署
名
人
に
前
田
元
照
氏
（
北
海
道
・

百
合
が
原
幼
稚
園
）、樫
村
文
夫
氏（
香
川
・

の
ぞ
み
幼
稚
園
）
を
選
出
し
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

審
議
事
項
⑴

：

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

状
況
報
告
の
件
に
つ
い
て
は
、
中
浦
正
音

総
務
委
員
長
か
ら
、
見
舞
金
支
出
の
内

訳
、
義
捐
金
拠
出
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項
⑵

：

全
日
私
幼
連
会
則
改
正
案

に
つ
い
て
、
役
員
条
項
か
ら
評
議
員
を
削

除
し
、
評
議
員
条
項
を
新
設
す
る
旨
説
明

が
あ
り
、賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項
⑶

：

平
成
２３
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
会
委
員
長
か
ら
の
事
業
報
告
、
こ

ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
推

進
会
議
の
尾
上
正
史
座
長
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、北
條
泰
雅
副
会
長
、

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の
田
中
雅
道
理
事

長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
香
川
敬
会

長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
西
谷
正
文

総
務
副
委
員
長
か
ら
収
支
決
算
報
告
が
行

な
わ
れ
、
監
査
報
告
が
芝
木
捷
子
監
事
か

ら
厳
正
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報

告
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

審
議
事
項
⑷

：

平
成
２４
年
度
事
業
計
画

案
・
収
支
予
算
案
承
認
の
件
に
つ
い
て

は
、
中
浦
正
音
総
務
委
員
長
が
事
業
計
画

趣
旨
と
重
点
３
項
目
を
述
べ
、
続
い
て
各

委
員
長
が
活
動
内
容
を
上
程
し
、
収
支
予

算
案
は
西
谷
総
務
副
委
員
長
か
ら
説
明
が

　
　
　
　
　
　
会
長
に
香
川
敬
氏 

（山口） 

が
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
條 

（東京） 

・
村
山 

（宮城） 

・
尾
上 

（福岡） 

の
三
氏
が
副
会
長
に

全
日
私
幼
連
の
会
議

平成２４年度

定時総会

東京・私学会館
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あ
り
、
原
案
を
賛
成
多
数
で
承
認
可
決
し

ま
し
た
。

審
議
事
項
⑸

：

役
員
改
選
で
は
、
最
初
に

中
浦
総
務
委
員
長
よ
り
理
事
会
等
の
議
決

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
会
長
に

香
川
敬
氏
（
山
口
県
・
再
任
）、
副
会
長

と
し
て
北
條
泰
雅
氏
（
東
京
都
・
再
任
）、

村
山
十
五
氏
（
宮
城
県
・
再
任
）、
尾
上

正
史
氏
（
福
岡
県
・
再
任
）、
を
推
薦
す

る
旨
の
提
案
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
原
案

通
り
新
役
員
を
承
認
し
ま
し
た
。
続
い
て

監
事
に
つ
い
て
、井
元
詔
一
氏（
千
葉
県
）、

水
田
泰
賢
氏
（
愛
知
県
）、
佐
々
木
鴻
昭

氏
（
宮
崎
県
）
が
推
薦
さ
れ
、
提
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
㈶
全
日
私

幼
研
究
機
構
の
田
中
雅
道
理
事
長
よ
り
、

財
団
の
事
業
、
決
算
、
公
益
法
人
化
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
北
條

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
終
了
し
ま
し

た
。（
調
査
広
報
編
集
委
員
・
二
宮
一
朗
）

■
総
務
委
員
会
　
委
員
長
＝
中
浦
正
音
、

副
委
員
長
＝
水
谷
豊
三
、
西
谷
正
文
、
委

員
＝
佐
藤
三
幹
、
佐
々
木
正
、
深
澤
壽
、

濵
川
喜
亘
、
鈴
木
伸
司
、
水
田
泰
賢
、
宮

地
彌
典
、
仁
保
一
正
、
内
橋
彰
、
委
員
会

＝
４
回
開
催

　
平
成
２３
年
度
は
、
①
拡
大
正
副
会
長
正

副
理
事
長
・
委
員
長
会
を
開
催
し
、
㈶
全

日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
及

び
各
委
員
会
の
活
動
状
況
報
告
な
ら
び
に

情
報
交
換
を
行
な
っ
た
。②
会
務
執
行
上
、

一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
の
補
正

を
行
な
っ
た
。
③
旅
費
支
払
い
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
④
Ｊ
Ｋ
保
険
の
内
容
を

検
討
し
、
加
入
促
進
に
努
め
た
。
⑤
こ
ど

も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
協
力

募
金
活
動
を
行
な
っ
た
。
⑥
勤
続
表
彰
記

念
品
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
⑦
東
日
本

大
震
災
の
義
捐
金
募
集
を
行
な
っ
た
。

　
全
日
私
幼
連
の
諸
活
動
の
財
源
で
あ
る

会
費
は
、
別
紙
記
載
の
と
お
り
、
年
度
内

に
完
納
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
お

礼
申
し
あ
げ
、
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

１
．
会
議
の
開
催
／
⑴
定
時
総
会
５
月
２５

日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
１
２
５

人
）
⑵
理
事
会
５
月
１０
日
東
京
・
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
出
席
者
５４
人
）
１２
月
９

日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
５３
人
）
１

月
３１
日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

：

合
同
（
出
席
者
６１
人
）
３
月
７
日
東
京
・

私
学
会
館
（
出
席
者
５７
人
）
⑶
常
任
理
事

会
５
月
１０
日
東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
（
出
席
者
２７
人
）
６
月
２８
日
東
京
・
私

学
会
館
（
出
席
者
２７
人
）
９
月
８
日
東
京
・

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
出
席
者
２７
人
）

１１
月
２２
日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
２６

人
）
平
成
２４
年
２
月
２２
日
東
京
・
私
学
会

館
（
出
席
者
２２
人
）
⑷
団
体
長
会
９
月
２６

日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
４７
人
）
平

成
２４
年
１
月
３１
日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
合
同
（
出
席
者
４７
人
）
⑸
監
査
会

４
月
２６
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局（
出

席
者
７
人
）
１０
月
２７
日
東
京
・
全
日
私
幼

連
事
務
局
（
出
席
者
６
人
）
⑹
東
日
本
大

震
災
４
月
６
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務

局
（
出
席
者
５
人
）
災
害
対
策
本
部
会
議

４
月
１３
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局（
出

席
者
５
人
）
／
災
害
対
策
委
員
会
４
月
１８

日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者

５
人
）
４
月
２５
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事

務
局
（
出
席
者
５
人
）
５
月
１
日
東
京
・

全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
５
人
）
５

月
２
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出

席
者
１１
人
）
５
月
２４
日
東
京
・
全
日
私
幼

連
事
務
局
（
出
席
者
７
人
）
５
月
２５
日
東

京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
１１
人
）

６
月
８
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局�

（
出
席
者
５
人
）
９
月
７
日
東
京
・
全
日

私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
１１
人
）
１０
月
２４

日
熊
本
・
熊
本
全
日
空
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ス

カ
イ
（
出
席
者
９
人
）
平
成
２４
年
１
月
１７

日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席

者
７
人
）
１
月
３１
日
東
京
・
全
日
私
幼
連

事
務
局
（
出
席
者
１１
人
）
⑺
幼
保
一
体
化

対
策
本
部
会
議
９
月
２６
日
東
京
・
私
学
会

館
（
出
席
者
４７
人
）
⑻
幼
保
一
体
化
対
策

本
部
役
員
会
９
月
８
日
東
京
・
全
日
私
幼

連
事
務
局
（
出
席
者
１０
人
）
９
月
２６
日
東

京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
１０
人
）

１０
月
１１
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局（
出

席
者
１０
人
）
１０
月
１９
日
東
京
・
全
日
私
幼

連
事
務
局
（
出
席
者
１０
人
）

２
．
関
係
団
体
と
の
連
絡
／
⑴
内
閣
府

：

男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
／
委
員
・

香
川
敬
⑵
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

検
討
会
議
作
業
グ
ル
ー
プ

：

基
本
制
度

☆
新
し
い
団
体
長

（
平
成
２４
年
５
月
３０
日
現
在
）

青
森
県
＝
千
葉
多
香
子
・
千
葉

栃
木
県
＝
石
嶋
勇
・
す
ず
め

東
京
都
＝
入
谷
幸
二
・
徳
持

高
知
県
＝
宮
地
彌
典
・
宮
地
学
園

福
岡
県
＝
尾
上
正
史
・
紅
葉

佐
賀
県
＝
菅
原
真
爾
・
鳥
栖
ル
ン
ビ
ニ

＊
氏
名
・
幼
稚
園
名
／
敬
称
略

全
日
私
幼
連

平
成
２３
年
度
事
業
報
告
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ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
／
北
條
泰
雅
、
幼
保

一
体
化
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
／
入
谷
幸

二
、
こ
ど
も
指
針
（
仮
称
）
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
／
田
中
雅
道
⑶
文
部
科
学
省

：

私

学
共
済
年
金
研
究
会
／
協
力
者
・
入
谷
幸

二
、
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分

科
会
／
臨
時
委
員
・
北
條
泰
雅
、
中
央
教

育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
員
養

成
部
会
／
委
員
・
北
條
泰
雅
、
特
別
支
援

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
／
委

員
・
田
中
泰
行
、
教
員
資
格
認
定
試
験
委

員
／
委
員
・
安
家
周
一
⑷
厚
生
労
働
省

：

児
童
虐
待
防
止
対
策
協
議
会
／
委
員
・
香

川
敬
⑸
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団

：

共
済
運
営
委
員
会
／
委
員
・
中
浦
正

音
、共
済
年
金
制
度
研
究
委
員
会
／
委
員
・

入
谷
幸
二
⑹
私
学
研
修
福
祉
会

：

理
事
・

村
山
十
五
、
評
議
員
・
尾
上
正
史
⑺
全
私

学
連
合

：

代
表
者
会
議
／
委
員
・
香
川
敬
、

北
條
泰
雅
、
村
山
十
五
、
尾
上
正
史
⑻
全

国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

：

副
会
長
・

北
條
泰
雅
⑼
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

：

顧

問
・
香
川
敬
⑽
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
日
本
委
員
会

：

理
事
・
香
川
敬
⑾
日
本
防
火
協
会

：

評
議

員
・
入
谷
幸
二

３
．
役
員
出
張
／
各
地
区
の
研
修
会
や
地

区
会
・
都
道
府
県
団
体
に
役
職
員
が
出
張

し
た
。

４
．
表
彰
事
業
／
⑴
永
年
勤
続
表
彰

：

４０

年
以
上
の
設
置
者
・
園
長
４５
人
、
教
職
員

４０
人
。
３０
年
以
上
の
設
置
者
・
園
長
４６

人
、
教
職
員
１
２
８
人
。
２０
年
以
上
の
設

置
者
・
園
長
３４
人
、
教
職
員
３
１
９
人
の

合
計
６
１
２
人
。

５
．
全
日
私
幼
連
要
覧
の
作
製
／

２
０
１
２
年
版
の
要
覧
（
Vol.
　２５
）
を
作
成

し
、
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
。

６
．
保
険
・
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
／

全
日
私
幼
連
保
険
制
度
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
充
実
と
加
入
促
進
を
図
り
実
績
を
あ

げ
た
。

７
．
推
薦
、
協
力
、
後
援
／
推
薦

：

①
平

成
２３
年
度
版
・
た
の
し
い
な
つ
や
す
み

（
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
）
②
平
成
２３
年
度
版
・

な
つ
の
お
と
も
だ
ち
（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

③
映
画
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
す

く
え
！
コ
コ
リ
ン
と
奇
跡
の
星
（
フ
レ
ー

ベ
ル
館
）
／
協
力

：

①
平
成
２４
年
度
第
６６

回
児
童
福
祉
週
間
（
厚
生
労
働
省
）
／
後

援

：

①
第
６
回
香
川
県
私
学
振
興
大
会

（
香
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
）

②
第
３２
回
全
国
歯
科
保
健
大
会
（
厚
生
労

働
省
）
③
第
４５
回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中

央
会
議
・
研
究
大
会
（
全
国
子
ど
も
会
連

合
会
）
④
平
成
２４
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」（
国
土
交
通
省
）
⑤
こ
こ
ろ
を
育

む
総
合
フ
ォ
ー
ラ
ム�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
）
⑥
第
１０
回
保
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
明
治
安
田
こ
こ
ろ
の
健
康

財
団
）
⑦
第
６
回
子
ど
も
身
体
発
達
運
動

指
導
士
養
成
講
習
会
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
協
会
）⑧
第
３
回
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー

ル
全
国
大
会
（
文
部
科
学
省
）
⑨
第
１４
回

全
国
学
校
飼
育
動
物
研
究
大
会
（
全
国
学

校
飼
育
動
物
研
究
会
）
⑩
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
２
０
１
１
（
日
本
自
閉
症
協
会
）

⑪
平
成
２３
年
度
高
知
県
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
大
会
（
高
知
県
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
）
⑫
全
国
学
校
・
園
庭
ビ
オ
ト
ー
プ

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
１
（
日
本
生
態
系
協

会
）
⑬
ソ
ニ
ー
幼
児
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
最
優
秀
園�

実
践
発
表
会
（
ソ
ニ
ー
教

育
財
団
）
⑭
第
５
回
ビ
ル
メ
ン
こ
ど
も
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
会
）

■
政
策
委
員
会
　
委
員
長
＝
入
谷
幸
二
、

副
委
員
長
＝
増
田
修
一
、
磯
哲
也
、
委
員

＝
金
沢
友
治
、
滝
田
昌
孝
、
木
嶋
浩
史
、

伊
藤
徳
久
、
小
澤
俊
通
、
服
部
高
明
、
川

杉
省
三
、
松
下
瑞
應
、
北
川
定
行
、
波
多

野
和
雄
、
正
本
秀
崇
、
委
員
会
＝
５
回
開

催　
平
成
２３
年
度
は
、
災
害
対
策
本
部
が
中

心
と
な
り
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
全

力
を
傾
注
し
て
取
り
組
ん
だ
。
政
策
委
員

会
は
、
被
災
地
の
私
立
幼
稚
園
が
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
平
成
２３
年
度
補
正
予
算
、

並
び
に
平
成
２４
年
度
予
算
案
要
望
に
お
い

て
対
策
本
部
の
活
動
を
後
ろ
支
え
し
た
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討

会
議
作
業
グ
ル
ー
プ
」
の
下
に
設
置
さ
れ

た
「
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」「
こ

ど
も
指
針
（
仮
称
）
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」

「
幼
保
一
体
化
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
の

検
討
作
業
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災
に

よ
り
２
ヶ
月
間
中
断
さ
れ
た
後
、
５
月
に

再
開
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
７
月
に
「
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
中
間

と
り
ま
と
め
」
が
示
さ
れ
、
本
年
２
月
に

「
基
本
制
度
と
り
ま
と
め
」
が
示
さ
れ
た
。

政
府
は
、
３
月
３０
日
の
閣
議
に
お
い
て
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
案
」、「
総
合

こ
ど
も
園
法
案
」
及
び
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
及
び
総
合
こ
ど
も
園
法
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
案
」
を
決
定
し
、
国
会
へ
提
出
し
た
。

　
全
日
私
幼
連
で
は
、
こ
れ
ら
の
法
案
に

は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
重
要
課
題
が
積
み

残
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
に
基
づ
い
て
、

正
副
会
長
が
中
心
と
な
り
、
政
府
及
び
各

党
に
対
し
て
私
た
ち
の
思
い
や
願
い
を
発
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信
し
続
け
て
い
る
。

　
政
府
予
算
に
つ
い
て
は
、
正
副
会
長
、

政
策
委
員
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
結
果
、
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成

費
補
助
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
と
も

に
増
額
と
な
っ
た
。
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
に
つ
い
て
は
、
政
府
予
算
１
・
７
％

の
増
額
、
全
て
の
階
層
区
分
が
一
律
の
増

額
と
な
り
昨
年
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
結

果
と
な
っ
た
。
地
方
交
付
税
措
置
額
に
つ

い
て
も
０
・
５
％
増
と
い
う
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
１０
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
都
道
府
県

政
策
担
当
者
会
議
に
お
い
て
は
、
地
方
分

権
推
進
の
観
点
か
ら
、
都
道
府
県
と
の
対

応
だ
け
で
な
く
、
市
区
町
村
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
の
必
要
性
を
確
認
す
る
と
と
も

に
政
策
委
員
か
ら
実
践
例
が
示
さ
れ
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
関
す
る
事
項

／
⑴
関
係
国
会
議
員
へ
要
望
⑵
文
部
科
学

大
臣
へ
要
望
⑶
文
部
科
学
省
と
協
議
・
要

望
⑷
総
務
大
臣
へ
要
望

２
．
私
立
幼
稚
園
の
政
策
推
進
に
関
す
る

事
項
／
⑴
「
幼
保
一
体
化
」〔
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
〕
へ
の
対

応
⑵
情
報
提
供
／
①
幼
児
教
育
の
無
償
化

②
教
育
振
興
基
本
計
画
③
社
会
保
障
審
議

会
④
認
定
こ
ど
も
園
⑤
次
世
代
育
成
支
援

対
策
⑥
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン

３
．
関
係
団
体
、
組
織
に
関
す
る
事
項
／

⑴
全
私
学
連
合
⑵
第
２６
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大

会〔
１２
月
１
日
、記
念
講
演
／
照
英
・
俳
優
〕

４
．
事
業
な
ら
び
に
活
動
に
関
す
る
事
項

／
⑴
第
４
回
都
道
府
県
政
策
担
当
者
会

議
〔
１０
月
４
日
、
東
京
都
千
代
田
区
、
出

席
９０
人
〕
講
演
／
内
藤
尚
志
・
総
務
省
自

治
財
政
局
調
整
課
長
、
森
田
正
信
・
文
部

科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
助
成
課

長
、
蝦
名
喜
之
・
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
幼
児
教
育
課
長
⑵
第
２７
回
設
置

者
・
園
長
全
国
研
修
大
会
〔
１０
月
２４
日
・

２５
日
、
熊
本
県
熊
本
市
〕
研
究
講
座

■
教
育
研
究
委
員
会
　
委
員
長
＝
東
重

満
、
副
委
員
長
＝
宮
下
友
美
惠
、
黒
田
秀

樹
、
委
員
＝
関
章
信
、
小
林
一
博
、
石
井

靖
人
、四
ッ
釡
雅
彦
、関
政
子
、今
井
恵
子
、

足
利
静
子
、
齋
藤
善
郎
、
濱
名
浩
、
中
邑

隆
哉
、
樫
村
文
夫
、
坪
田
順
子
、
協
力
委

員
＝
亀
ヶ
谷
忠
宏
、
安
達
譲

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
日（
仮
称
）」

（
案
）
の
制
定
／
命
の
貴
さ
に
向
き
合
う

な
か
で
命
あ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
３
月
１１
日
の
出
来
事
に
思
い
を
寄
せ

る
日
を
制
定
し
各
地
域
・
各
園
で
の
取
り

組
み
を
奨
励
し
た
。

■
経
営
研
究
委
員
会
　
委
員
長
＝
田
中
辰

実
、
副
委
員
長
＝
藤
田
喜
一
郎
、
岡
部
圭

二
、
委
員
＝
渡
辺
丈
夫
、
飯
塚
拓
也
、
斎

藤
聖
治
、
石
井
幸
男
、
小
澤
崇
文
、
徳
本

達
之
、
和
田
典
善
、
原
孝
枝
、
徳
地
正
行
、

委
員
会
＝
５
回
開
催

　
平
成
２３
年
度
は
、
①
第
２７
回
設
置
者
・

園
長
全
国
研
修
大
会
（
熊
本
県
・
熊
本
市
）

の
企
画
実
施
②
私
立
幼
稚
園
の
経
営
実
態

調
査
の
実
施
と
報
告
③
少
子
化
に
伴
う
学

校
法
人
の
存
続
に
か
か
る
諸
問
題
の
検
討

④
人
材
確
保
の
提
言
⑤
そ
の
他
、
経
営
に

関
す
る
事
案
に
適
宜
対
応
す
る

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
第
２７
回
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大

会
の
企
画
お
よ
び
実
施
／
平
成
２３
年
１０
月

２４
日
㈪
・
２５
日
㈫
の
２
日
間
。
社
団
法
人

熊
本
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
の
協
力
の

も
と
、
熊
本
市
・
熊
本
全
日
空
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
を
会
場
に
開
催
。
全
国
各

地
か
ら
６
３
２
人
の
設
置
者
・
園
長
が
参

加
。
大
会
初
日
は
開
会
式
に
引
き
続
き
、

山
下
泰
裕
・
東
海
大
学
理
事
・
体
育
学
部

長
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
柔
道
教
育
ソ
リ
ダ

リ
テ
ィ
ー
理
事
長
、
神
奈
川
県
体
育
協
会

会
長
か
ら
「
人
を
育
て
る
、
人
に
育
て
ら

れ
る
～
柔
道
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
な
さ

れ
、
次
に
「
被
災
地
か
ら
の
報
告
」
報
告

者

：

坂
本
洋
・
㈳
岩
手
県
私
立
幼
稚
園
連

合
会
会
長
、
村
山
十
五
・
㈳
宮
城
県
私
立

幼
稚
園
連
合
会
理
事
長
、
関
章
信
・
㈳
福

島
県
全
私
立
幼
稚
園
協
会
理
事
長
。
続
い

て
、「
行
政
報
告
」
講
師

：

蝦
名
喜
之
・

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育

課
長
よ
り
行
政
報
告
を
行
な
っ
た
。
そ
し

て
、「
幼
保
一
体
化
報
告
」
報
告
者

：

香

川
敬
・
全
日
私
幼
連
会
長
、
北
條
泰
雅
・

全
日
私
幼
連
副
会
長
、
入
谷
幸
二
・
全
日

私
幼
連
政
策
委
員
長
、
田
中
雅
道
・
㈶
全

日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
よ
り
幼
保
一
体

化
報
告
を
行
な
っ
た
。
翌
日
２５
日
は
、「
研

究
講
座
１
（
教
育
）」
鼎
談

：

片
山
喜
章
・

な
か
は
ら
保
育
園
園
長
・（
公
社
）
全
国

私
立
保
育
園
連
盟�

保
育
・
子
育
て
総
合

研
究
機
構
研
究
企
画
委
員
会
副
委
員
長
、

田
中
雅
道
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事

長
、
安
家
周
一
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

副
理
事
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

：

東
重

満
・
全
日
私
幼
連
教
育
研
究
委
員
長
。「
研

究
講
座
２
（
振
興
）」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
パ
ネ
リ
ス
ト

：

蝦
名
喜
之
・
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課

長
、
入
谷
幸
二
・
全
日
私
幼
連
政
策
委
員

長
、
増
田
修
一
・
全
日
私
幼
連
政
策
副
委
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員
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

：

磯
哲
也
・

全
日
私
幼
連
政
策
副
委
員
長
。「
研
究
講

座
３
（
経
営
）」
第
一
部
基
調
講
演
講
師

：

有
村
達
之
・
九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究

院
心
身
医
学
、
助
教
、
臨
床
心
理
士
。
第

二
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ネ
リ

ス
ト

：

有
村
達
之
・
九
州
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
心
身
医
学
、
助
教
、
臨
床
心

理
士
、
田
原
え
り
・
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ�

Ｅ
．

Ｔ
．
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
田
中
辰
実
・
全
日
私

幼
連
経
営
研
究
委
員
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

：

藤
田
喜
一
郎
・
全
日
私
幼
連
経
営

研
究
副
委
員
長
。「
研
究
講
座
４
（
認
定

こ
ど
も
園
）」
事
例
発
表
発
表
者

：

内
野

光
裕
・
全
日
私
幼
連
認
定
こ
ど
も
園
対
策

副
委
員
長
、
古
閑
榮
実
・
全
日
私
幼
連
認

定
こ
ど
も
園
対
策
委
員
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

：

坪
井
久
也
・
全
日
私
幼
連
認
定
こ

ど
も
園
対
策
委
員
長
。

２
．
平
成
２３
年
度
（
第
２３
回
）
私
立
幼
稚

園
経
営
実
態
調
査
の
実
施
・
報
告
書
作
成

／
全
日
私
幼
連
加
盟
園
の
７
７
０
９
園
に

実
施
調
査
票
を
配
布
し
４
８
１
５
園
（
回

収
率
６２
・
５
％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。
調

査
結
果
を
も
と
に
、
保
育
料
等
の
分
析
を

行
な
い
、
報
告
を
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
要
覧
２
０
１
２
に
て
行

な
っ
た
。
な
お
本
年
度
は
、
特
別
支
援
児

数
、
預
か
り
保
育
利
用
者
数
、
認
定
こ
ど

も
園
に
関
す
る
調
査
も
実
施
し
た
。

３
．
少
子
化
に
伴
う
学
校
法
人
の
存
続
に

か
か
る
諸
問
題
の
検
討
／
少
子
化
に
伴
う

学
校
法
人
の
今
後
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
委
員
会
内
に
て
意
見
交
換
を
行

な
っ
た
。
次
年
度
も
継
続
し
て
こ
の
問
題

を
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
側
面

か
ら
対
応
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
一
定

の
成
果
を
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

４
．
人
材
確
保
の
提
言
／
良
質
な
幼
稚
園

教
育
と
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
を

保
障
す
る
た
め
に
、
優
秀
な
人
材
の
確
保

が
必
要
で
あ
り
、
人
材
確
保
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
各

都
道
府
県
団
体
事
務
局
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
な
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
平
成
２０

年
度
に
も
行
な
っ
た
調
査
で
あ
る
が
、
今

回
は
新
た
に
公
立
幼
稚
園
採
用
日
程
・
各

園
が
採
用
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
や
採
用

方
法
で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
事
例
を
追
加

項
目
と
し
、
各
地
域
か
ら
多
く
の
実
施
事

例
を
収
集
し
た
。
結
果
を
平
成
２３
年
度
私

立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
で
報
告
し
た
。

■
広
報
委
員
会
　
委
員
長
＝
坂
本
洋
、
副

委
員
長
＝
奈
良
誉
夫
、委
員
＝
前
田
元
照
、

髙
橋
潤
、
馬
場
章
信
、
田
澤
茂
、
波
岡
伸

郎
、
宮
下
義
昭
、
編
集
委
員
＝
梅
澤
眞
理
、

松
井
明
恵
、
二
宮
一
朗

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
（
№
１
９
７
～
№

２
２
８
）
／
主
と
し
て
政
府
予
算
関
連
、

文
部
科
学
省
、
中
央
教
育
審
議
会
な
ど
の

幼
稚
園
教
育
に
か
か
わ
る
最
新
情
報
、
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
の

動
向
な
ど
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
報
機
能
を
使
い
加

盟
団
体
、役
員
等
に
い
ち
早
く
配
信
し
た
。

ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
を
全
日
私
幼
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
の
ひ
ろ
ば
に
掲
載
し
加

盟
園
へ
の
情
報
発
信
を
行
な
っ
た
。

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
全
日
私
幼
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
加
盟
園
の
ペ
ー
ジ
「
情
報
の

ひ
ろ
ば
」
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
を
掲
載
し
た
。

「
幼
保
一
体
化
検
討
の
経
緯
概
要
」の
ペ
ー

ジ
を
作
成
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
検
討
会
議
の
資
料
等
を
随
時
掲
載
し

た
。
ま
た
「
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
」

の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
文
部
科
学
省
や
日

本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
等
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
本
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
総

括
し
て
掲
載
し
、
主
に
被
災
幼
稚
園
へ
の

迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
た
。

３
．
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
推
進
の
た
め
の
調
査
広
報
活
動
／
Ｐ
Ｔ

Ａ
し
ん
ぶ
ん
に
お
い
て
こ
ど
も
が
ま
ん
な

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
識
し
た
紙
面
づ
く

り
を
行
な
う
と
と
も
に
、
家
族
で
参
加
で

き
る
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
企
画
と
し
て
投
稿
写
真
「
子
ど
も
レ
ン

ズ
～
こ
の
１
年
間
に
撮
っ
た
家
族
と
子
ど

も
の
写
真
」
を
実
施
し
、
広
報
委
員
会
で

選
定
し
、
入
賞
作
品
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん

３
月
号
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
私
幼
時

報
に
お
い
て
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
適
宜

報
告
し
た
。

■
１
０
２
条
園
対
策
委
員
会
　
委
員
長
＝

滑
川
良
一
、
副
委
員
長
＝
三
原
進
、
委
員

＝
玉
城
正
雄
、
専
門
委
員
＝
奥
野
成
賢
、

小
山
嘉
治
、
岡
田
薫
子
、
宇
野
延
明
、
矢

木
一
美
、
井
上
舒
之
、
委
員
会
＝
４
回
開

催　
１
０
２
条
園
対
策
委
員
会
の
年
間
事
業

計
画
に
も
と
づ
き
、
現
状
の
諸
問
題
解
決

の
た
め
委
員
会
等
で
検
討
協
議
を
重
ね

た
。
ま
た
、
研
修
会
等
を
通
し
て
情
報
交

換
を
行
な
い
、
年
間
委
員
会
活
動
の
あ
り

方
を
模
索
し
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
平
成
２３
年
度
・
都
道
府
県
１
０
２
条

園
研
究
会
議
の
企
画
・
実
施
／
都
道
府
県

団
体
の
１
０
２
条
園
代
表
者
８３
人
が
集
ま
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り
、
平
成
２３
年
９
月
２２
日
㈭
東
京
・
私

学
会
館
で
開
催
し
た
。「
１
０
２
条
園
か

ら
み
る
幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
北
條
泰
雅
・
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連

合
会
副
会
長
が
講
演
。
続
い
て
、「
１
０
２

条
園
に
お
け
る
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
情
報
交
換
を
行
な
い
、

今
後
の
１
０
２
条
園
と
し
て
幼
保
一
体
化

に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
な
っ
た
。
次
に
、「
幼
保
一
体
化
に
伴

う
１
０
２
条
園
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
尾
上
正
史
・
全
日
本
私

立
幼
稚
園
連
合
会
副
会
長
か
ら
ご
講
演
い

た
だ
い
た
。

２
．
地
区
会
、
各
都
道
府
県
団
体
と
の
情

報
交
換
と
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
／
平

成
２３
年
１１
月
２５
日
㈮
大
阪
・
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
て
、
３
団
体
（
兵
庫
・
京
都
・
大

阪
）
と
合
同
で
研
修
会
を
開
催
し
、
３４
名

の
先
生
方
が
参
加
し
た
。
会
の
中
で
は
、

１
０
２
条
園
対
策
委
員
会
の
活
動
報
告
・

１
０
２
条
園
の
補
助
金
の
動
向
・
個
人
立

幼
稚
園
の
会
計
処
理
及
び
相
続
税
非
課
税

制
度
等
、
税
務
一
般
の
説
明
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
、
政
府
が
進
め
る
幼
保
一
体
化
に

つ
い
て
の
現
状
と
、
１
０
２
条
園
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
を
行
な
い
、
情

報
交
換
を
行
な
っ
た
。

３
．
平
成
２３
年
度
・
１
０
２
条
園
研
修
会

の
企
画
・
実
施
／
私
立
幼
稚
園
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

２４
年
２
月
１６
日
㈭
東
京
・
私
学
会
館
で
開

催
し
、
都
道
府
県
団
体
か
ら
８０
人
の
先
生

方
が
参
加
さ
れ
、「
幼
保
一
体
化
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
蝦
名
喜
之
・
文
部
科
学

省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長
が
講

演
し
、
そ
の
後
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
政
府
の
進
め
る
幼
保
一
体
化
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

４
．
平
成
２３
年
分
・
青
色
申
告
決
算
の
手

引
書
等
の
作
成
／
平
成
２３
年
分
も
昨
年
と

同
様
に
、「
青
色
申
告
の
決
算
の
手
引
き
」

の
紙
媒
体
で
の
配
布
を
止
め
、
全
日
私
幼

連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
青
色
申

告
決
算
の
手
引
書
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

■
認
定
こ
ど
も
園
対
策
委
員
会
　
委
員
長

＝
坪
井
久
也
、
副
委
員
長
＝
内
野
光
裕
、

委
員
＝
横
田
大
樹
、専
門
委
員
＝
鈴
木
傑
、

中
山
昌
樹
、
夢
川
善
裕
、
山
崎
三
千
子
、

古
閑
榮
実
、
委
員
会
＝
３
回
開
催

　
平
成
２３
年
度
は
、
①
認
定
こ
ど
も
園
の

現
状
報
告
、
意
見
交
換
の
実
施
②
第
２７
回

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会
の
研
究
講

座
の
企
画
・
実
施
③
認
定
こ
ど
も
園
実
施

園
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
公
表

④
認
定
こ
ど
も
園
申
請
に
関
す
る
意
向
調

査
の
実
施
を
重
点
と
し
て
行
な
っ
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
認
定
こ
ど
も
園
の
現
状
報
告
・
意
見

交
換
の
実
施
／
各
地
に
お
け
る
認
定
こ
ど

も
園
の
現
状
報
告
や
問
題
点
の
提
示
な
ど

を
行
な
い
、
同
時
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

２
．
第
２７
回
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大

会
に
お
け
る
研
究
講
座
の
企
画
・
実
施
／

子
ど
も
の
多
い
大
都
市
圏
と
子
ど
も
が
減

少
し
て
い
る
地
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認

定
こ
ど
も
園
の
現
状
と
行
政
の
補
助
金
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
実
施
園
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
発
表

し
、
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
保
連
携
型
、
幼

稚
園
型
特
有
の
問
題
点
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

３
．
認
定
こ
ど
も
園
実
施
園
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
公
表
／
私
立
幼
稚
園

を
運
営
す
る
全
国
の
認
定
こ
ど
も
園
に
対

し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
平
成
２３
年

７
～
８
月
）。
そ
の
結
果
を
第
２７
回
設
置

者
・
園
長
全
国
研
修
大
会
（
平
成
２３
年
１０

月
）で
発
表
、全
加
盟
園
に
対
し
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
公
表
を
行
な
っ
た

（
平
成
２４
年
３
月
）。

４
．
認
定
こ
ど
も
園
申
請
に
関
す
る
意
向

調
査
の
実
施
／
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用

し
た
認
定
こ
ど
も
園
の
申
請
に
つ
い
て
、

政
府
へ
の
要
望
の
た
め
の
材
料
と
す
る
た

め
、
意
向
調
査
を
実
施
し
た
（
平
成
２４
年

１
～
２
月
）。

■
こ
ど
も
が 

ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
企
画
推
進
会
議
　
委
員
長
＝
尾
上
正

史
、
委
員
＝
香
川
敬
、
北
條
泰
雅
、
村
山

十
五
、
中
浦
正
音
、
入
谷
幸
二
、
東
重
満
、

田
中
辰
実
、
委
員
＝
坂
本
洋
、
木
村
則
夫
、

会
合
＝
１６
回
開
催

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
普
及
促
進
事
業
／
⑴

「
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ�

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」（
Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
）

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

：

Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
よ

り
中
谷
明
香
と
田
名
部
生
来
を
ボ
ー
カ
ル

と
し
て
迎
え
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
す
る
“
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ�

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
”

と
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
」
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
宮
城
県
（
名
取
、

石
巻
、
富
谷
）
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

歌
っ
て
踊
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
⑵

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
は
な
か
っ
ぱ
」と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン

：

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
は
な
か
っ
ぱ
」
と
、

幼
稚
園
で
楽
し
く
一
緒
に
踊
る
イ
ベ
ン
ト
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を
開
催
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
に

努
め
た
。
⑶
「
あ
ん
ふ
ぁ
ん�

フ
ァ
ー
ス

ト
ス
テ
ッ
プ�

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

：

全
国
に
無
料
配
布

さ
れ
て
い
る
雑
誌
「
あ
ん
ふ
ぁ
ん
」
の
誌

面
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
動
や
思
い

を
伝
え
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
に
努

め
た
。
⑷
雑
誌
「
ク
ル
ー
ル
」
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

：

雑
誌
「
ク
ル
ー
ル
」
誌

面
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
動
や
思
い

を
伝
え
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
に
努

め
た
。
⑸
シ
ン
ガ
ー
の
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
さ

ん
と
の
対
談

：

「
こ
ど
も
が�

ま
ん
な
か

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
応
援
歌
、「
生
ま

れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
を
歌
っ
て
い

る
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
さ
ん
と
本
連
合
会
会
長

が
「
子
ど
も
の
素
晴
ら
し
さ
」
等
に
つ
い

て
対
談
を
行
い
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普

及
に
努
め
た
。（
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
１２
月

号
に
掲
載
）
⑹
第
２
回
「
子
ど
も
レ
ン
ズ�

～
こ
の
１
年
間
に
撮
っ
た
家
族
と
子
ど
も

の
写
真
」
へ
の
協
力

：

㈶
全
日
私
幼
研
究

機
構
調
査
広
報
委
員
会
の
協
力
を
得
、
家

族
で
参
加
で
き
る
「
こ
ど
も
が�

ま
ん
な

か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
企
画
と
し
て
投

稿
写
真
「
子
ど
も
レ
ン
ズ�

～
こ
の
１
年

間
に
撮
っ
た
家
族
と
子
ど
も
の
写
真
」
を

実
施
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
に
努

め
た
（
入
賞
作
品
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
３

月
号
に
掲
載
）
⑺
第
３
回
「
よ
う
ち
え
ん

絵
本
大
賞�

～
新
し
い
絵
本
を
み
つ
け
よ

う
」
へ
の
協
力

：

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

調
査
広
報
委
員
会
の
協
力
を
得
、
子
ど
も

に
読
み
聞
か
せ
た
い
絵
本
、
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
、
お
勧
め
し

た
い
絵
本
を
選
考
の
基
準
と
し
て
第
３
回

「
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
～
新
し
い
絵
本

を
み
つ
け
よ
う
」を
実
施
し
、本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
普
及
に
努
め
た
。
⑻
こ
ど
も
が
ま

ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
特
製
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
旗
＆
の
ぼ
り
」
の
企
画
制
作
・
提

供

：

こ
ど
も
が�

ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
特
製「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
旗
＆
の
ぼ
り
」

を
企
画
制
作
・
提
供
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
協
力
拡
大
に
努
め
た
。
⑼
東
日
本
大

震
災
「
幼
稚
園
記
録
ビ
デ
オ
」
の
制
作
協

力

：

東
日
本
大
震
災
「
幼
稚
園
記
録
ビ
デ

オ
」
の
制
作
協
力
に
努
め
た
。

２
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
拡
大
事
業
／

⑴
公
益
社
団
法
人
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
へ
の
Ｃ
Ｄ
寄
附
（
寄
附
活
動
）

：

「
公

益
社
団
法
人
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
」
様

の
ご
協
力
を
得
て
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
下

の
新
し
い
命
の
誕
生
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
産
婦
人
科
病
院
様
等
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
で
あ
る
「
生
ま
れ
て
く
れ

て�

あ
り
が
と
う
」
Ｃ
Ｄ
を
４
千
枚
配
布

し
た
。
⑵
こ
ど
も
が�

ま
ん
な
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト

：

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告

や
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ「
小
児
科
医
の“
子

育
て
コ
ラ
ム
”」
等
を
掲
載
し
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
に
努
め
た
。

　
平
成
２４
年
４
月
２６
日
、
文
部
科
学
省

は
各
都
道
府
県
知
事
等
宛
て
に
「
学
校

施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
（
通
知
）」
を
発
出
し
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
学
校

に
お
い
て
天
井
材
の
落
下
な
ど
非
構
造

部
材
の
被
害
が
発
生
し
、
人
的
被
害
が

生
じ
た
例
が
あ
る
な
ど
、
改
め
て
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

ま
し
た
。

　
各
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
、

幼
稚
園
施
設
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
こ

の
た
び
文
部
科
学
省
で
取
り
ま
と
め
た

「
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策

事
例
集
」
等
を
参
考
と
し
、
各
幼
稚
園
の

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
非
構
造
部
材
の
耐

震
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
幼
稚
園
施
設
の

安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
幼
稚
園
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

対
策
に
係
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
私
立
学
校
施
設
防
災
機
能
強
化
集
中

支
援
プ
ラ
ン
」（
平
成
２４
年
１
月
）
の

文
部
科
学
省
の
支
援
等
が
講
じ
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

（
幼
児
教
育
課
）

※
資
料
は
２１
～
２２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

文
部
科
学
省
だ
よ
り

　
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐
震
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
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�� �（単位：円）

科 目 予　算　額　Ａ 決　算　額　Ｂ （ＡーＢ） 備 考
事業活動収支の部
①　事業活動収入の部
１ 基 本 財 産 運 用 収 入 142,000 146,157 △ 4,157

基 本 財 産 運 用 収 入 142,000 146,157 △ 4,157 基本積立金・大河内・由田利息
２ 特 定 資 産 運 用 収 入 300,000 299,706 294

特 定 資 産 運 用 収 入 300,000 299,706 294 国際交流・財政運用・退職給付・災害金利息
３ 受 取 会 費 収 入 177,769,430 177,769,430 0

一 般 会 費 177,769,430 177,769,430 0 （会費1園12,000円＋園児70円×平均園児数）加盟園数
４ 事 業 収 入 17,430,000 17,469,635 △ 39,635

設 置 者・ 園 長 研 修 会 11,160,000 11,160,000 0 研修会参加費
保 険 事 務 手 数 料 6,270,000 6,309,635 △ 39,635 JK 保険

５ 受 取 補 助 金 等 収 入 16,186,000 16,186,000 0
団 体 研 究 助 成 金 16,186,000 16,186,000 0 研修福祉会より

６ 受 取 寄 付 金 収 入 6,300,000 6,300,000 0
寄 付 金 収 入 6,300,000 6,300,000 0 JK 保険広告等

７ 受 取 雑 収 入 410,000 663,854 △ 253,854
受 取 利 息 10,000 33,047 △ 23,047
そ の 他 400,000 630,807 △ 230,807

８ 他 会 計 か ら の 繰 入 収 入 0 0 0 特別会計終了のため
９ 財政運用積立預金取崩収入 7,500,000 0 7,500,000
10 退職給付引当預金取崩収入 500,000 0 500,000
11 災 害 積 立 預 金 取 崩 収 入 30,000,000 28,548,105 1,451,895 東日本大震災対応等

事 業 活 動 収 入 計 256,537,430 247,382,887 9,154,543

②　事業活動支出の部
１ 事 業 費 支 出 192,816,000 187,920,670 4,895,330

① 総 務 関 係 事 業 費 68,410,000 66,883,358 1,526,642
総 会 6,900,000 6,839,924 60,076 会議費・旅費
理 事 会 7,000,000 6,952,995 47,005 会議費・旅費
常 任 理 事 会 6,000,000 5,906,277 93,723 会議費・旅費
団 体 長 会 2,600,000 2,449,413 150,587 会議費・旅費
監 事 会 410,000 401,327 8,673 会議費・旅費
総 務 委 員 会 2,000,000 1,419,522 580,478 会議費・旅費
諸 会 議 費 5,000,000 4,893,908 106,092 会議費・旅費
全 私 連 1,100,000 1,100,000 0 分担金・全私学連合
Ｏ Ｍ Ｅ Ｐ 100,000 100,000 0 分担金
全 審 連 230,000 230,000 0 分担金・全国私立学校審議会連合会
表 彰 事 業 3,100,000 3,085,210 14,790 勤続表彰
出 張 費 1,500,000 1,317,310 182,690 旅費等
渉 外 費 500,000 424,970 75,030 慶弔費
要 覧 事 業 2,000,000 1,912,102 87,898 印刷費・発送費
地 区 活 動 事 業 15,900,000 15,854,000 46,000
奨 励 事 業 6,270,000 6,212,400 57,600 各都道府県に対する奨励金
組 織 強 化 費 7,800,000 7,784,000 16,000 各都道府県に対する強化金

② 政 策 関 係 事 業 58,100,000 57,153,099 946,901
政 策 委 員 会 2,300,000 2,107,533 192,467 会議費・旅費
都道府県政策担当者会議 2,800,000 2,712,842 87,158 会議費・旅費
予 算 対 策 費 25,000,000 24,780,887 219,113
政 策 推 進 費 28,000,000 27,551,837 448,163

③ 教 育 研 究 関 係 事 業 100,000 32,100 67,900
教 育 研 究 委 員 会 100,000 32,100 67,900 会議費・旅費

④ 経 営 研 究 関 係 事 業 15,700,000 15,485,709 214,291
経 営 研 究 委 員 会 2,300,000 2,285,199 14,801 会議費・旅費
設 置 者・ 園 長 研 修 会 11,100,000 11,069,185 30,815
経 営 実 態 調 査 2,300,000 2,131,325 168,675 調査費

⑤ 広 報 関 係 事 業 620,000 580,650 39,350
広 報 委 員 会 10,000 0 10,000 会議費・旅費
会 報 等 発 行 事 業 10,000 0 10,000
イ ン タ ー ネ ッ ト 事 業 600,000 580,650 19,350 ホームページの更新

⑥ 102 条 園 関 係 事 業 2,300,000 1,901,174 398,826
102 条 園 対 策 委 員 会 1,300,000 980,929 319,071 会議費・旅費
都 道 府 県 代 表 者 会 議 1,000,000 920,245 79,755 会議費・旅費

⑦ 認定こども園関係事業 1,000,000 750,475 249,525
認定こども園対策委員会 1,000,000 750,475 249,525 会議費・旅費

⑧ 団体教育研究関係事業 16,586,000 16,586,000 0
地 区 別 教 育 研 究 会 16,186,000 16,186,000 0 （財）全日私幼連研究機構へ
全 日 私 幼 連 負 担 分 400,000 400,000 0 記念品代

⑨ 災 害 費 関 係 事 業 30,000,000 28,548,105 1,451,895
災 害 費 30,000,000 28,548,105 1,451,895 東日本大震災対応等

２ 管 理 費 支 出 48,398,300 42,439,643 5,958,657
給 料 30,000,000 26,678,501 3,321,499
退 職 金 500,000 0 500,000
福 利 厚 生 費 4,000,000 3,646,069 353,931
事 務 所 費 2,150,000 2,026,835 123,165 共益費・水道光熱費等
印 刷 費 400,000 221,219 178,781 地区教研感謝状等
消 耗 品 費 1,800,000 1,549,822 250,178
賃 借 料 2,000,000 1,681,051 318,949 PC 等リース代
通 信 費 3,200,000 3,113,390 86,610 各種通信費・発送費
交 通 費 500,000 499,520 480 都内交通費
租 税 公 課 費 1,550,000 1,525,100 24,900 事業税・消費税等
支 払 手 数 料 150,000 132,828 17,172 振込手数料
備 品 費 300,000 118,570 181,430 扇風機・ロッカー
顧 問 料 1,600,000 1,194,638 405,362 弁護士・会計士
雑 費 248,300 52,100 196,200

３ 他 会 計 へ の 繰 出 支 出 10,000,000 10,000,000 0
特 別 会 計 へ 繰 出 支 出 0 0 0
こどもがまんなかPROJECTへ繰出支出 10,000,000 10,000,000 0

４ 特 定 預 金 繰 入 支 出 3,500,000 3,659,765 △ 159,765
財政運用積立預金繰入支出 0 0 0
退職給付引当預金繰入支出 1,500,000 1,659,765 △ 159,765 出向者分含む
キャンペーン預金繰入支出 0 0 0
災 害 積 立 預 金 繰 入 支 出 2,000,000 2,000,000 0

５ 予 備 費 支 出 1,823,130 0 1,823,130
事 業 活 動 支 出 計 256,537,430 244,020,078 12,517,352
事 業 活 動 収 支 差 額 0 3,362,809 △ 3,362,809

当 期 収 支 差 額 0 3,362,809 △ 3,362,809
前 期 繰 越 収 支 差 額 34,414,055 34,414,055 0 特別会計廃止による繰越金を含む
次 期 繰 越 収 支 差 額 34,414,055 37,776,864 △ 3,362,809

※平成 23 年度予算額は、第二次補正予算額

全日本私立幼稚園連合会　平成２３年度・一般会計収支計算書
平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日
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５
月
２３
日
、
全
日
私
幼
連
・
平
成
２４
年

度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災

義
捐
金
の
最
終
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
義
捐
金
一
覧
（
平
成
２３
年

３
月
２２
日
～
平
成
２４
年
３
月
３１
日
）
と
義

捐
金
拠
出
先
内
訳
・
使
用
目
的
内
訳
は
１１

～
１２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
義
捐
金
の
御
礼
・
報
告
に
つ
い

て
は
、
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　http://w
w
w
.y
ouchien

.com
/

駐
日
ア
ラ
ブ
大
使
夫
人
の
会
が

園
児
に
絵
本
を
贈
呈

　
駐
日
ア
ラ
ブ
大
使
夫
人
の
会
（
会
長

：

モ
ロ
ッ
コ
大
使
夫
人
・
ア
ル
ー
ル
唱
子
）

は
、
東
京
で
４
月
に
開
催
し
た
「
ア
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」の
収
益
を
元
に
、

絵
本
１
０
８
冊
を
購
入
し
、
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
の
幼
稚
園
６
園
に
贈
呈
し

ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
１０
日
に
福
島
県
い

わ
き
市
を
訪
れ
被
災
地
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
久
之
浜
第
一
幼
稚
園
、
平
第
一
幼

稚
園
（
志
賀
文
岳
理
事
長
）
の
園
児
に
絵

本
１８
冊
と
大
使
夫
人
ら
が
手
作
り
し
た
伝

統
の
お
菓
子
を
贈
り
ま
し
た
。

平成 24 年 5 月 
全日私幼連加盟園 設置者・園長  様 

 
全日本私立幼稚園連合会 

会 長  香川  敬 
 
 
東日本大震災にかかる全日私幼連の活動（義捐金等）のご報告と御礼 

 
 
新緑の候、ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。 
 このたびの東日本大震災にかかる義捐金につきましては、全国の保護者

の皆様、私立幼稚園の設置者・園長、教職員の皆様、関係企業の皆様等よ

り大変多くのお心のこもったご厚志を頂戴いたしました。心より御礼申し

あげます。 
 お陰をもちまして義捐金総額は、別紙のとおり本年 3 月 31 日現在で総

額 565,329,340 円に達しました。皆様のご協力にあらためて御礼申しあげ

ます。 
 政府等の義捐金支給が滞る中、全日私幼連では、義捐金の拠出について

会議等でご決定いただいた方針に従って、一日も早くお届けすることを基

本に、迅速な配分決定・送金を行なってまいりました。 
 また、義捐金活動とともに支援物資の調達・配送を並行して行ないまし

た。多くの企業様等より多大なご支援ご協力をいただき、被災地、被災園

等へ多くの支援物資をお渡しすることができました。 
 5 月 23 日に開催されました全日私幼連の定時総会において、本報告が

了承されましたので、あらためてここにご報告申しあげます。 
 加盟園の皆様方には、心より御礼申しあげます。ありがとうございまし

た。 
 

以 上 

　
　
　
定
時
総
会
で
義
捐
金
最
終
報
告

私
立
幼
稚
園
に
空
前
の
被
害

東
日
本
大
震
災
⑮
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(単位：円）

北海道 459 22,951,798 兵庫 231 45,823,967

青森 109 2,457,155 奈良 43 4,843,663

岩手 81 - 和歌山 40 7,400,054

宮城 169 - 大阪 419 42,227,660

秋田 64 1,240,000 鳥取 28 1,513,814

山形 87 6,913,015 島根 14 981,486

福島 147 - 岡山 33 4,790,654

茨城 191 4,455,324 広島 200 17,155,212

栃木 191 20,165,736 山口 126 21,495,808

群馬 124 13,277,481 徳島 11 1,035,622

埼玉 538 23,076,942 香川 35 4,688,288

千葉 329 5,622,769 愛媛 93 10,582,032

新潟 112 4,856,384 高知 29 3,455,955

山梨 62 2,737,133 福岡 413 32,455,930

東京 813 32,599,127 佐賀 89 4,742,628

神奈川 591 39,773,411 長崎 128 10,753,830

富山 56 5,485,446 熊本 109 10,967,992

石川 65 9,529,528 大分 63 7,706,353

福井 32 2,084,920 宮崎 115 5,595,581

長野 101 3,916,695 鹿児島 145 6,653,909

岐阜 99 14,311,728 沖縄 31 2,249,820

静岡 237 21,780,571 その他 3,111,650

愛知 421 22,788,683 第2回実践学会 106,510

三重 61 8,434,284 近畿地区京都大会 1,067,073

滋賀 23 1,616,350 利息 6,679

京都 153 43,842,690 合計 7,710 565,329,340

565,329,340 0

※その他一覧 (株）朝日エル、(有)協同新聞出版発送所

（敬称略） ひかりのくに、チャイルド本社、ジャクエツ、学研教育みらい、フレーベル館、世界文化社

指吸会計センター(株)、ブリヂストンサイクル(株）

東京海上火災保険(株)、三井住友海上火災(株)、エース損害保険(株)、(株）損害保険ジャパン

※物資支援一覧 （株）ロッテ、（株）朝日エル、（株）ファースト・コンサル

（敬称略） kirinji中村被服（株）、斉藤段ボール、（有）京文社、（株）バルコムモータース、（株）アースクリエイト

駐日アラブ大使夫人の会、個人

小さな太陽制作関係者、Defeat Austims Now！(アメリカ）、他個人様の寄付金

平成23年度東日本大震災義捐金一覧(平成23年3月22日～平成24年3月31日現在）

都道府県 金額 都道府県 金額23年度加盟園数 23年度加盟園数

支出済額 第6次配分後の残金
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【東日本大震災義捐金拠出先内訳】 

計 565,329,340 円（3 月 31 日現在） 

（社）北海道私立幼稚園協会 

青森県私立幼稚園連合会 

（社）岩手県私立幼稚園連合会 

（社）宮城県私立幼稚園連合会 

（社）山形県私立幼稚園協会 

（社）福島県全私立幼稚園協会 

（社）茨城県私立幼稚園連合会 

（社）栃木県幼稚園連合会 

（社）群馬県私立幼稚園協会 

（社）全埼玉私立幼稚園連合会 

全千葉県私立幼稚園連合会 

（社）新潟県私立幼稚園協会 

（社）山梨県私立幼稚園協会 

東京都私立幼稚園連合会 

（社）神奈川県私立幼稚園連合会 

静岡県私立幼稚園協会 

10,000 円 

９0,000 円 

 ８0,400,000 円 

１77,280,000 円 

５60,000 円 

１77,799,340 円 

５7,780,000 円 

２7,300,000 円 

２60,000 円 

９00,000 円 

３4,510,000 円 

３0,000 円 

３0,000 円 

１,670,000 円 

５,470,000 円 

１,240,000 円 

                           

 

 

【東日本大震災義捐金使用目的内訳】  

計 565,329,340 円（3 月 31 日現在） 

○亡くなられた私立幼稚園園児、教職員への見舞金及び 

被災した私立幼稚園の復旧復興支援等 3１0,690,000 円 

  （被災した 16 都道県の私立幼稚園園児、教職員、私立幼稚園） 

○行政等への寄附  99,960,000 円 

（いわて学びの希望基金、東日本大震災みやぎこども育英基金、東日本大震災ふくしまこども寄附金等） 

○復興対応費 １02,591,165 円 

○福島第一原発事故の対応 ４7,918,465 円 

○団体事務局の対応 ４,169,710 円 
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「こどもが まんなかＰＲＯＪＥＣＴ」と「全日私幼ＰＴＡ連合会（幼稚園ママ.com）」のホームページ 

 
http://www.shiritsuyouchien.com  

この度、「こどもが まんなかＰＲＯＪＥＣＴ」と「全日本私立幼稚園ＰＴＡ連合会（幼稚園ママ.com）」

のホームページをリニューアルさせていただきました。 
 

●インフォメーションコンテンツ● 

「こどもが まんなかＰＲＯＪＥＣＴ」、「プレゼント」 

「ＰＴＡ連合会」、「イベント」などをお知らせします。 
 

●こどもが まんなかＰＲＯＪＥＣＴ● 

より一層ご理解いただきただけるような、見やすいホームページとなりました。 
 

●フード＆レシピコンテンツ● 

「今日のお弁当」、「おやつだいすき」などをお知らせします。 
 

●ヘルス＆ビューティーコンテンツ● 

「健康の基礎知識」、「ビューティー百科」などをお知らせします。 
 

その他、「ようちえん絵本大賞」や「注目の話題・プレゼント」、「絵本の部屋」、「ママ力（ぢから） 

宣言」、「私立幼稚園検索」など、より一層使いやすく、より見やすいホームページとなりました。 

 

「幼稚園だより」のブログ作成には 

ログインが必要です 
 

ユーザー名は全日私幼連 HP ユーザー名の 

最初に‶ｋ″(半角)を入力してください。 
 

初期パスワードは全日私幼連 HP ユーザー名と 

同じものを入力してください。 

 

 
 
 

ホームページリニューアルに伴う変更について 

ホームページのリニューアルに伴い「こどもが まんなか PROJECT（http://www.kodomogamannaka.jp/）」

のＵＲＬが「私立幼稚園.com（http://www.shiritsuyouchien.com）」に変更となります。 

また、全日本私立幼稚園ＰＴＡ連合会ＨＰ「幼稚園ママ.com（http://www.youchienmama.com）」は

リニューアルに伴い一部仕様が変更となります。ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

ユーザー名は「私幼時報」の封筒 

をご覧ください 
 

ユーザー名・パスワードのお問い合わせは 

info@youchien.com まで 

〒102-0073 
東京都千代田区九段北 4-2-25 

○○○○幼稚園 御中 
 

50-00XX

k50-00XX 

50-00XX  

 



― 14 ― ２０１２．７／私幼時報

★
５
・
９
第
１９
回
評
議
員
会

　
５
月
９
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の

第
１９
回
評
議
員
会
が
東
京
・
私
学
会
館
で

開
催
さ
れ
、
３８
人
（
う
ち
委
任
状
出
席
５

人
）
の
評
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
田
中
雅
道
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

出
席
し
た
評
議
員
の
互
選
に
よ
り
、
西
谷

正
文
評
議
員
を
議
長
に
選
任
。
議
長
が
定

足
数
を
確
認
し
、
開
会
を
宣
言
し
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
議
事
録
署
名
人
は
、
全

員
一
致
を
も
っ
て
坂
本
洋
評
議
員
、
石
井

亮
一
評
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

◦
審
議
案
件

１
、
平
成
２３
年
度
事
業
報
告
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

２
、
平
成
２３
度
収
支
決
算
報
告
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

３
、
平
成
２４
年
度
補
正
予
算
案
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

◦
報
告
案
件
　

１
、
会
務
運
営
報
告
／
東
重
満
研
究
研
修

委
員
長
、
坂
本
洋
調
査
広
報
委
員
長
か
ら

委
員
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

★
５
・
９
第
２３
回
理
事
会

　
５
月
９
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の

第
２３
回
理
事
会
が
東
京
・
私
学
会
館
で
開

催
さ
れ
、
１４
人
（
う
ち
委
任
状
出
席
１

人
）
の
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
田
中
雅

道
理
事
長
が
議
長
と
な
り
審
議
に
入
り
ま

し
た
。
議
事
録
署
名
人
は
、
全
員
一
致
を

も
っ
て
武
田
正
廣
理
事
、
石
嶋
昇
専
務
理

事
を
選
任
し
ま
し
た
。

○
審
議
案
件

１
、
平
成
２３
年
度
事
業
報
告
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

２
、
平
成
２３
度
収
支
決
算
報
告
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

３
、
平
成
２４
年
度
補
正
予
算
案
の
件
／
本

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を

了
承
し
ま
し
た
。

４
、
公
益
移
行
・
評
議
員
選
任
委
員
会
の

件
／
本
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、

原
案
を
了
承
し
ま
し
た
。

◦
報
告
案
件
　

１
、
会
務
運
営
報
告
／
東
重
満
研
究
研
修

委
員
長
、
坂
本
洋
調
査
広
報
委
員
長
か
ら

委
員
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
専
務
理

事
・
石
嶋
昇
）

１
．
幼
児
教
育
に
か
か
わ
る
者
の
資
質
向

上
に
関
す
る
事
業

◇
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の
完
全
実

施
に
向
け
た
事
業
の
企
画
・
検
討

・
文
部
科
学
省
委
託
幼
児
教
育
の
改
善
・

充
実
調
査
研
究
「
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校

評
価
の
推
進
」
の
受
託
・
交
付
決
定
を
得
、

検
討
協
議
を
重
ね
、「
私
立
幼
稚
園
に
お

け
る
学
校
評
価
推
進
の
た
め
の
研
修
の
在

り
方
に
関
す
る
研
究
」報
告
書
を
作
成
し
、

関
係
各
所
に
配
付
し
た
（
本
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◇
東
日
本
大
震
災
が
幼
児
に
与
え
た
影
響

や
課
題
等
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
企

画
・
検
討

・
文
部
科
学
省
委
託
幼
児
教
育
の
改
善
・

充
実
調
査
研
究
「
東
日
本
大
震
災
が
幼
児

に
与
え
た
影
響
や
課
題
等
に
関
す
る
調
査

研
究
」
の
受
託
・
交
付
決
定
を
得
、
検
討

協
議
を
重
ね
、「
震
災
ケ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
及
び
「
東
日
本
大
震
災
・
幼
稚
園
記

録
ビ
デ
オ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
／
い
つ
も
の
幼
稚

園
　
震
災
が
子
ど
も
に
与
え
た
影
響
」
を

作
成
し
、
関
係
各
所
に
配
付
し
た
。（
本

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

・
本
財
団
独
自
事
業
と
し
て
、「
東
日
本

大
震
災
・
幼
稚
園
記
録
ビ
デ
オ
（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）
／
い
つ
も
の
幼
稚
園
に
戻
る
こ
と
～

２
０
１
１
年
　
岩
手
県
大
槌
町
～
」
を
作

成
し
、
関
係
各
所
に
配
付
し
た
。

◇
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
に
伴
う
、
免

許
状
更
新
講
習
等
に
つ
い
て
の
企
画
・
検

財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
教
育
研
究
機
構

●
理
事
会
、
評
議
員
会

　
平
成
２３
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　
収
支
決
算
報
告
な

ど

承
認

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

平
成
２３
年
度
事
業
報
告
概
要
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討
・
実
施

・
文
部
科
学
省
大
臣
の
認
定
を
受
け
、
平

成
２３
年
度
は
、
全
国
で
免
許
状
更
新
講
習

８６
講
習
を
開
催
し
、
６
０
５
６
人
が
受
講

し
た
。

・
文
部
科
学
省
「
平
成
２３
年
度
免
許
状
更

新
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
託
事
業
」
の

受
託
・
交
付
決
定
を
得
、
岩
手
県
盛
岡
市

で
免
許
状
更
新
講
習
必
修
講
習
を
開
催
し

た
。

・
本
財
団
独
自
事
業
と
し
て
、
東
京
都
千

代
田
区
（
２
回
）
で
免
許
状
更
新
講
習
必

修
講
習
を
開
催
し
た
。

・
免
許
状
更
新
講
習
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
作
成
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
に
つ
い
て

検
討
協
議
を
行
な
っ
た
。

・
平
成
２３
年
度
「
免
許
状
更
新
講
習
」
事

業
精
算
費
の
補
助
体
制
を
整
え
、
各
都
道

府
県
私
幼
団
体
へ
事
業
精
算
費
の
支
出
を

行
な
っ
た
。

◇
平
成
２４
・
２５
年
度
「
教
育
研
究
課
題
」

の
検
討
・
作
成

　
テ
ー
マ
を
「
広
く
、
深
く
、
て
い
ね
い

に
保
育
の
質
を
考
え
る
～
保
育
臨
床
の
視

点
を
大
切
に
す
る
研
修
と
研
究
を
進
め
よ

う
～
」
と
し
、
主
題
７
、
特
別
分
野
、
重

点
課
題
、
各
地
区
独
自
の
課
題
の
項
目
に

分
け
て
検
討
を
重
ね
、「
平
成
２４
・
２５
年

度
教
育
研
究
課
題
」
を
作
成
し
、
７
月
に

各
都
道
府
県
私
幼
団
体
に
配
付
し
た
。

◇
「
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
の
企
画
・
検

討
・
実
施

　
平
成
２３
年
８
月
２０
日
㈯
・
２１
日
㈰
、
大

阪
府
大
阪
市
・
追
手
門
学
院
小
学
校
を
会

場
に
全
国
か
ら
約
４
３
０
人
の
参
加
者
を

得
て
、
第
２
回
「
幼
児
教
育
実
践
学
会
」

を
開
催
。
学
会
初
日
は
開
会
式
の
後
、
本

財
団
「
平
成
２２
年
度
優
秀
教
員
表
彰
」
の

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

基
調
講
演
「
倉
橋
惣
三
と
現
代
の
保
育
実

践
課
題
に
つ
い
て
」
を
演
題
に
、
大
豆
生

田
啓
友
・
玉
川
大
学
准
教
授
が
講
演
を
行

な
っ
た
。
ま
た
、
学
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
保
育
力
を
高
め
る
園
内
研
修
」
を
演

題
に
、
指
定
討
論

：

岡
健
・
大
妻
女
子
大

学
教
授
、
研
究
報
告

：

那
須
信
樹
・
中

村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
、
太
田

光
洋
・
和
洋
女
子
大
学
教
授
、
濱
田
尚

志
・
香
蘭
女
子
短
期
大
学
准
教
授
、
事
例

報
告

：

佐
々
木
敦
子
・
き
ら
き
ら
星
幼
稚

園
教
諭
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

：

黒
田
秀

樹
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
副

委
員
長
。
２
日
目
は
、
講
演
「
震
災
復
興

に
向
け
て
」
を
演
題
に
、
田
中
雅
道
・
㈶

全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
が
講
演
を
行

な
っ
た
。
続
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
１９
発

表
（
山
形
県
１
、
福
島
県
１
、
群
馬
県
１
、

東
京
都
１
、
神
奈
川
県
３
、
岐
阜
県
１
、

兵
庫
県
４
、
大
阪
府
３
、
愛
媛
県
１
、
福

岡
県
２
、
長
崎
県
１
）、
口
頭
発
表
１６
発

表
（
北
海
道
地
区
１
、
東
北
地
区
１
（
宮

城
県
）、
関
東
地
区
１
（
山
梨
県
）、
東
京

地
区
１
、
神
奈
川
県
１
、
東
海
・
北
陸
地

区
１
（
石
川
県
）、長
野
県
１
、岐
阜
県
１
、

愛
知
県
１
、
近
畿
地
区
１
（
和
歌
山
県
）、

大
阪
地
区
１
、
中
国
地
区
１
（
山
口
県
）、

四
国
地
区
１
（
香
川
県
）、
九
州
地
区
１

（
佐
賀
県
）、
福
岡
県
１
、
佐
賀
県
１
）
が

行
な
わ
れ
た
。

◇
全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議
の
開
催

　
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
は
、
５
月
１７

日
、
５
月
１８
日
の
両
日
、
韓
国
私
立
幼

稚
園
協
会
（
理
事
長

：

石
虎
鉉
）
と
の

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
韓
国
私
立
幼
稚
園
協
会
の
今
回
の
来

日
は
、
本
年
１
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
開

催
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ハ
イ
レ
ベ
ル
円
卓

会
議
に
田
中
雅
道
理
事
長
が
出
席
し
た

際
、
韓
国
政
府
要
人
と
の
懇
談
か
ら
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　
韓
国
私
立
幼
稚
園
協
会
か
ら
は
石
虎

鉉
理
事
長
を
は
じ
め
役
員
１６
名
が
出
席

し
、
本
財
団
か
ら
は
田
中
雅
道
理
事
長
、

安
家
周
一
副
理
事
長
、
石
嶋
昇
専
務
理

事
が
出
席
し
ま
し
た
。
１
日
目
の
情
報

交
換
会
で
は
、
日
韓
の
幼
稚
園
の
現
状

な
ど
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。
２
日
目
は
東
京
都
内
の
幼
稚

園
（
立
川
市
・
藤
幼
稚
園
、
中
野
区
・

や
は
た
幼
稚
園
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
　
韓
国
私
立
幼
稚
園
協
会
と
情
報
交
換

▲石虎鉉理事長　写真中央

㈶全日私幼

研究機構
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平
成
２４
年
１
月
２６
日
㈭
・
２７
日
㈮
の
両

日
、
京
都
府
・
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
を

会
場
に
１
１
７
人
の
都
道
府
県
教
育
担
当

者
ら
の
参
加
を
得
て
開
催
。
研
修
会
初
日

は
開
会
式
の
後
、
報
告
「
平
成
２４
・
２５
年

度
教
育
研
究
課
題
」
に
つ
い
て
、
東
重

満
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委

員
長
が
報
告
を
行
な
っ
た
。
続
い
て
、
記

念
講
演
「
子
ど
も
の
傍
ら
に
在
る
こ
と
の

意
味
～
保
育
臨
床
の
視
点
か
ら
～
」
を
演

題
に
、
大
豆
生
田
啓
友
・
玉
川
大
学
准
教

授
が
講
演
を
行
な
っ
た
。
続
い
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
子
ど
も
の
傍
ら
に
在
る
こ
と

の
意
味
～
保
育
臨
床
の
視
点
か
ら
～
」
を

演
題
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

な
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
大
豆
生
田
啓

友
・
玉
川
大
学
准
教
授
、
安
見
克
夫
・
板

橋
富
士
見
幼
稚
園
理
事
長
、
園
長
、
関
政

子
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委

員
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
黒
田
秀
樹
・

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
副
委
員

長
。続
い
て
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
「
研
修
会
の
取
組
事
例
」
等
に

つ
い
て
、
地
区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。
２
日
目
は
、

講
演
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）「
研
修
の
手

法
を
考
え
る
～
園
内
研
修
～
」を
演
題
に
、

岡
健
・
大
妻
女
子
大
学
教
授
が
講
演
を
行

な
っ
た
。

◇
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活
用
周
知
・

頒
布

　
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
伴
い
、

各
教
員
の
研
修
履
歴
等
が
残
せ
る
よ
う

「
保
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
研
修
俯
瞰

図
」に
も
と
づ
き
、「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

の
周
知
・
活
用
を
行
な
っ
た
。

◇
優
秀
教
員
表
彰
者
制
度
の
実
施

　
本
財
団
「
優
秀
教
員
表
彰
者
」
制
度
の

要
項
等
に
従
い
表
彰
者
を
１１
人
選
定
し

た
。

◇
第
２７
回
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会

に
お
け
る
研
究
講
座
（
分
科
会
）
の
企
画
・

実
施

　
本
委
員
会
と
し
て
、
第
２７
回
設
置
者
・

園
長
全
国
研
修
大
会
（
熊
本
県
熊
本
市
）

に
て
研
究
講
座
（
分
科
会
）
を
企
画
・
実

施
し
た
。

◇
平
成
２３
年
度
地
区
教
研
大
会
の
開
催

　
北
海
道
地
区
＝
全
大
会

：

８
月
２
日
・

３
日
（
札
幌
市
）、
札
幌
ブ
ロ
ッ
ク

：

９

月
３０
日
・
１０
月
１
日
（
札
幌
市
）、
道
央

ブ
ロ
ッ
ク

：

８
月
２７
日
（
小
樽
市
）、
道

南
ブ
ロ
ッ
ク

：

１０
月
８
日
（
苫
小
牧
市
）、

道
北
ブ
ロ
ッ
ク

：

１０
月
１５
日
（
旭
川
市
）

道
東
ブ
ロ
ッ
ク

：

１０
月
１
日
（
北
見
市
）

関
東
地
区
＝
８
月
１８
日
・
１９
日
（
山
梨
県
・

甲
府
市
）、
東
京
地
区
＝
７
月
２５
日
・
２６

日
（
東
京
都
・
千
代
田
区
）、
東
海
・
北

陸
地
区
＝
７
月
２８
日
・
２９
日
（
富
山
県
・

富
山
市
）、近
畿
地
区
・
大
阪
地
区
（
合
同
）

＝
７
月
２８
日
・
２９
日
（
京
都
府
・
京
都
市
）、

中
国
地
区
＝
８
月
２３
日
・
２４
日
（
山
口
県
・

山
口
市
）、
四
国
地
区
＝
８
月
３
日
・
４

日
（
徳
島
県
・
徳
島
市
）、
九
州
地
区
＝

８
月
１８
日
・
１９
日
（
熊
本
県
・
熊
本
市
）

２
．
当
財
団
が
取
り
組
む
幼
児
教
育
に
関

す
る
調
査
及
び
研
究

◇
幼
児
教
育
実
践
事
例
研
究
　

　
第
２
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
に
て
研
究

発
表
を
行
な
っ
た
。

◇
学
校
評
価

　
文
部
科
学
省
委
託
幼
児
教
育
の
改
善
・

充
実
調
査
研
究
「
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校

評
価
の
推
進
」
の
受
託
・
交
付
決
定
を
得
、

検
討
協
議
を
重
ね
、「
私
立
幼
稚
園
に
お

け
る
学
校
評
価
推
進
の
た
め
の
研
修
の
在

り
方
に
関
す
る
研
究
」報
告
書
を
作
成
し
、

関
係
各
所
に
配
付
し
た
（
本
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

３
．
幼
児
教
育
の
発
展
な
ら
び
に
家
庭
・

地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
に
関
す
る

広
報
活
動

◇
情
報
紙
等
の
発
行

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
で
は
「
子
ど
も
の
し

あ
わ
せ
を
願
う
親
と
先
生
の
ひ
ろ
ば
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
有
名
人
の
子
育
て
体
験

や
幼
稚
園
体
験
な
ど
を
掲
載
し
て
保
護
者

に
向
け
て
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
な
ど
掲
載
。

各
都
道
府
県
団
体
交
代
で
「
育
て
の
心
」

「
ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
執
筆
い

た
だ
い
た
。
私
幼
時
報
で
は
平
成
２３
年
度

は
毎
号
東
日
本
大
震
災
関
連
の
情
報
発
信

を
行
な
う
と
と
も
に
、
３
・
４
月
合
併
号

で
は
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
を
経

て
」と
題
し
た
特
集
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、

免
許
状
更
新
講
習
の
認
定
一
覧
を
掲
載
す

る
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
な
っ
た
。「
こ

ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の

一
環
と
し
て
特
集
な
ど
企
画
し
、
こ
ど
も

が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
の
周
知
、

意
識
向
上
に
努
め
た
。

◇
調
査
の
実
施

　「
第
３
回
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
～
新

し
い
絵
本
を
み
つ
け
よ
う
～
」
の
実
施
に

向
け
て
、
最
近
出
版
さ
れ
た
絵
本
に
つ
い

て
児
童
図
書
出
版
協
会
の
協
力
を
得
て
調

査
を
行
な
っ
た
。

◇
幼
児
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
絵
本
の

顕
彰

　
第
３
回
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
は
、「
新

し
い
絵
本
を
み
つ
け
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

“
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
た
い
絵
本
”、“
お
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父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
・

お
勧
め
し
た
い
絵
本
”
を
選
考
の
基
準
と

し
て
、
最
近
出
版
さ
れ
た
絵
本
の
中
か
ら

広
報
委
員
会
が
選
考
を
行
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
特
別
賞
３
作
品
を
含
む
１６
冊
の
絵

本
が
第
３
回
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
に
選

ば
れ
た
。【
㈶
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児

教
育
研
究
機
構
・
理
事
長
賞
】
ち
ょ
っ
と

だ
け
（
福
音
館
書
店
）、【
こ
ど
も
が�

ま

ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
賞
】
ふ
く
び
き

（
小
学
館
）、【
調
査
広
報
委
員
長
賞
】
い

も
ほ
り
バ
ス
（
鈴
木
出
版
）、
せ
ん
ろ
は

つ
づ
く
（
金
の
星
社
）、
い
い
か
ら
い
い

か
ら（
絵
本
館
）、お
っ
と
っ
と（
講
談
社
）、

ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
お
ね
が
い
ね
（
徳
間
書

店
）、
ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ぼ
う
し
や
さ
ん

（
学
習
研
究
社
）、
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う

に
（
小
学
館
）、ち
く
わ
の
わ
ー
さ
ん
（
ブ

ロ
ン
ズ
新
社
）、
と
も
だ
ち
や
も
ん
な
、

ぼ
く
ら
（
え
ほ
ん
の
杜
）、
も
っ
た
い
な

い
ば
あ
さ
ん
（
講
談
社
）、
石
の
き
も
ち

（
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
）、
い
の
ち
の
ま

つ
り
（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）、
し
つ
も
ん

お
し
ゃ
べ
り
さ
ん
（
リ
ー
ブ
ル
）、と
し
ょ

か
ん
ラ
イ
オ
ン
（
岩
崎
書
店
）

４
．
幼
児
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
等
に

関
す
る
事
業

◇
幼
児
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
等
に
関

す
る
事
業

　
本
財
団
は
、
東
ア
ジ
ア
幼
児
教
育
セ
ミ

ナ
ー
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
協
力
・
後
援
し
、

役
員
等
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、N

orw
ay
-

O
E
C
D
�H
igh-level�R

oun
dtable

等
へ

役
員
等
を
派
遣
し
た
。

※ 

収
支
決
算
報
告
は
１８
～
２０
ペ
ー
ジ
に
掲

載

　
北
海
道
、
関
西
、
四
国
、
九
州
電
力
管

内
で
は
、
今
夏
、
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
今
夏
の
電
力

需
給
対
策
に
つ
い
て
」
通
知
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
北
海
道
電
力
管
内
に
つ
い
て
は
、
７
月

２３
日
～
９
月
７
日
（
平
日
）
９
時
～
２０
時
、

９
月
１０
日
～
１４
日
１７
時
～
２０
時
に
お
い

て
、
一
昨
年
の
使
用
最
大
電
力
を
基
準
と

し
て
７
％
以
上
の
節
電
に
取
り
組
む
。
▼

関
西
・
四
国
・
九
州
電
力
管
内
に
つ
い
て

は
、
７
月
２
日
～
９
月
７
日
（
平
日
）
９

時
～
２０
時
に
お
い
て
、
一
昨
年
の
使
用
最

大
電
力
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１５
％

以
上
、
７
％
以
上
、
１０
％
以
上
の
節
電
に

取
り
組
む
。
▼
中
部
・
北
陸
・
中
国
電
力

管
内
に
つ
い
て
は
、
７
月
２
日
～
９
月
７

日
の
（
平
日
）
９
時
～
２０
時
に
お
い
て
、

一
昨
年
の
使
用
最
大
電
力
を
基
準
電
力
と

し
て
５
％
以
上
の
節
電
に
取
り
組
む
。
▼

全
国（
沖
縄
電
力
を
除
く
。）共
通
と
し
て
、

７
月
２
日
～
９
月
２８
日
（
平
日
）
９
時
～

２０
時
に
お
い
て
「
数
値
目
標
を
伴
わ
な
い

節
電
」
に
取
り
組
む
。
加
え
て
、
７
時
～

９
時
、
２０
時
～
２５
時
の
時
間
帯
に
お
い
て

も
、
国
民
生
活
及
び
経
済
活
動
に
支
障
を

生
じ
な
い
範
囲
で
節
電
に
取
り
組
む
。
▼

電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
、
政
府
か
ら
「
電
力
需
給
ひ
っ
迫
警

報
」
が
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
発
令
さ
れ

る
。
▼
節
電
に
取
り
組
む
際
に
は
、
経
済

産
業
省
が
公
表
し
て
い
る
、
事
業
者
及
び

家
庭
向
け
の
具
体
的
な
節
電
メ
ニ
ュ
ー
を

参
考
と
す
る
こ
と
。
▼
節
電
啓
発
活
動
に

当
た
り
、
行
き
過
ぎ
た
節
電
は
、
熱
中
症

等
の
健
康
被
害
を
生
じ
る
お
そ
れ
も
あ
る

た
め
、
熱
中
症
予
防
に
十
分
配
慮
す
る
こ

と
。
▼
学
校
施
設
等
に
お
け
る
節
電
対
策

に
取
り
組
む
際
に
は
、更
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
関
係
資
料
等
も
参
考
と
す
る
こ
と
。

　 

今
夏
の
電
力
需
給
対

策
に
つ
い
て
（
通
知
）

平成24年度　経常費単価・一覧表（当初予算）

平成24年5月1日現在

単　　　　価
175,450

青　 森 172,042
岩 　手 171,384
宮   城 167,635
秋   田 173,440
山   形 172,042
福   島 173,084
茨   城 184,538
栃   木 178,500
群   馬 192,480
埼   玉 172,437
千   葉 173,742
新   潟 187,987
山   梨 179,080

177,379
139,551

富   山 186,337
石   川 189,233
福   井 171,019
長   野 175,442
岐   阜 187,174
静   岡 183,442
愛   知 170,050
三   重 172,158
滋   賀 166,000
京   都 197,337
兵   庫 179,691
奈   良 178,500
和歌山 181,820

167,740
鳥   取 168,066
島   根 161,396
岡   山 148,198
広   島 186,704
山   口 183,000
徳   島 175,730
香   川 174,811
愛   媛 172,042
高   知 172,042
福   岡 172,042
佐   賀 177,627
長   崎 175,834
熊   本 172,317
大   分 172,363
宮   崎 172,589
鹿児島 177,076
沖   縄 174,281

172,042
注）金額は園児１人あたり年額（単価：円）／当初予算・補正予算前分を含む

注）都道府県事務局等からの報告による。全日私幼連調べ

都道府県名

近
　
畿

大　　阪

中
　
国

四
　
国

九
　
州

財政措置額

北海道

東
　
北

関
　
東

東　　京
神奈川

東
海
・
北
陸

文部科学省

★
ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば
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(財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 (単位：円）

当　年　度 前　年　度 増   　  減

Ⅰ　資産の部
１.流動資産

現金預金 73,174,474 76,789,084 △ 3,614,610
未収入金 5,815,502 3,933,203 1,882,299
前払金 131,380 111,100 20,280

  流動資産合計 79,121,356 80,833,387 △ 1,712,031
２.固定資産

(1)基本財産
基本財産引当資産 100,000,000 100,000,000 0

 　基本財産合計 100,000,000 100,000,000 0
(2)特定資産

退職給付引当資産 14,255,690 12,686,900 1,568,790
   特定資産合計 14,255,690 12,686,900 1,568,790
(3)その他固定資産

有価証券(国債） 0 72,000 △ 72,000
   その他固定資産合計 0 72,000 △ 72,000
  固定資産合計 114,255,690 112,758,900 1,496,790
  資産合計 193,377,046 193,592,287 △ 215,241

Ⅱ　負債の部
１.流動負債

前受金 3,512,100 2,779,950 732,150
預り金 352,017 1,159,581 △ 807,564

  流動負債合計 3,864,117 3,939,531 △ 75,414
２.固定負債

退職給付引当金 14,255,690 12,686,900 1,568,790
  固定負債合計 14,255,690 12,686,900 1,568,790
  負債合計 18,119,807 16,626,431 1,493,376

Ⅲ　正味財産の部
１.指定正味財産

寄付金 100,000,000 100,000,000 0
指定正味財産合計 100,000,000 100,000,000 0
（うち基本財産への充当額） （100,000,000 ) （100,000,000 ) (           0 )

２.一般正味財産 75,257,239 76,965,856 △ 1,708,617
  正味財産合計 175,257,239 176,965,856 △ 1,708,617

  負債及び正味財産合計 193,377,046 193,592,287 △ 215,241

貸借対照表
平成24年3月31日現在

科　　目

(財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構 (単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金　　額

（流動資産）
現金 手元保管 運転資金 131,477
預金 普通預金・三菱東京UFJ銀行 運転資金 2,993,171
預金 普通預金・三菱東京UFJ銀行 運転資金 29,913,726
預金 普通預金・三菱東京UFJ銀行 運転資金 100
預金 普通預金・三菱UFJ信託銀行 運転資金 136,000
預金 定期預金・三菱東京UFJ銀行 運転資金 40,000,000
未収入金 未収入金 文部科学省ほか 5,815,502
前払金 前払金 131,380

流動資産合計 79,121,356
（固定資産）

基本財産
基本財産引当資産 定期預金・三菱東京UFJ銀行 100,000,000
 　基本財産合計 100,000,000
特定資産
退職給付引当資産 普通預金・三菱UFJ信託銀行 事務局員退職給与要支給額相当額 14,255,690
   特定資産合計 14,255,690
その他固定資産
   その他固定資産合計 0

固定資産合計 114,255,690
 資産合計 193,377,046

（流動負債）
前受金 賛助会費 3,512,100
預り金 事務局員社会保険料 352,017

流動負債合計 3,864,117
（固定負債）

退職給付引当金 事務局員退職給与要支給額 14,255,690
固定負債合計 14,255,690

 負債合計 18,119,807

 正味財産 175,257,239

貸借対照表科目

財産目録
平成24年3月31日現在
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　 （単位：円）

　(1) 経常収益

（ 641,176 ） （ 1,247,022 ） （ △ 605,846 ）
（ 15,621 ） （ 0 ） （ 15,621 ）
（ 65,817,250 ） （ 68,150,880 ） （ △ 2,333,630 ）
（ 57,464,002 ） （ 38,056,203 ） （ 19,407,799 ）

全国研究研修担当者会議 1,170,000 1,120,000 50,000
教員免許更新講習受講料 49,026,500 33,183,000 15,843,500
幼稚園における学校評価の推進に係る調査研究 2,434,539 3,018,203 △ 583,664
幼児教育研究実践学会 1,692,000 735,000 957,000
震災ケアー事業 3,140,963 0 3,140,963

（ 62,046,661 ） （ 61,931,000 ） （ 115,661 ）
日宝協助成金等 39,724,661 43,000,000 △ 3,275,339
全日私幼連助成金 22,186,000 18,931,000 3,255,000
教員免許更新講習補助金 136,000 0 136,000

（ 100,000 ） （ 0 ） （ 100,000 ）
（ 5,801,309 ） （ 11,289,315 ） （ △ 5,488,006 ）

利息 16,521 54,295 △ 37,774
受入退職金相当額 0 6,758,180 △ 6,758,180
広告料・印税等 5,784,788 4,476,840 1,307,948

[ 191,886,019 ］ [ 180,674,420 ］ [ 11,211,599 ］

（ 177,329,523 ） （ 195,706,017 ） （ △ 18,376,494 ）
役員報酬 3,032,000 6,625,000 △ 3,593,000
給料手当 18,670,568 12,868,487 5,802,081
臨時雇賃金 1,196,220 1,204,920 △ 8,700
退職給付費 1,255,032 7,623,257 △ 6,368,225
福利厚生費 3,033,657 2,163,983 869,674
会議費 13,930,448 2,780,055 11,150,393
旅費交通費 18,571,785 16,171,630 2,400,155
通信運搬費 32,769,329 36,091,505 △ 3,322,176
消耗什器備品費 37,800 0 37,800
消耗品費 133,902 12,330,560 △ 12,196,658
印刷製本費 52,348,075 49,728,160 2,619,915
賃借料 2,105,225 1,434,139 671,086
諸謝金 3,768,118 3,850,342 △ 82,224
支払助成金 24,733,550 41,238,307 △ 16,504,757
支払寄付金 1,000,000 0 1,000,000
委託費 0 1,147,000 △ 1,147,000
雑費 743,814 448,672 295,142

（ 16,265,113 ） （ 21,565,379 ） （ △ 5,300,266 ）
役員報酬 758,000 5,875,000 △ 5,117,000
給料手当 4,667,644 3,018,535 1,649,109
退職給付費 313,758 1,788,173 △ 1,474,415
福利厚生費 758,417 1,326,312 △ 567,895
会議費 1,484,313 1,026,958 457,355
旅費交通費 6,650,423 6,966,495 △ 316,072
通信運搬費 160,061 155,481 4,580
消耗什器備品費 145,089 27,090 117,999
消耗品費 162,854 312,511 △ 149,657
印刷製本費 17,115 0 17,115
賃借料 170,404 4,569 165,835
諸謝金 844,444 890,000 △ 45,556
雑費 132,591 174,255 △ 41,664

[ 193,594,636 ］ [ 217,271,396 ］ [ △ 23,676,760 ］

《 △ 1,708,617 》 《 △ 36,596,976 》 《 34,888,359 》

　(1) 経常外収益

[ 0 ］ [ 0 ］ [ 0 ］
　(2) 経常外費用

[ 0 ］ [ 0 ］ [ 0 ］
《 0 》 《 0 》 《 0 》

当期一般正味財産増減額 【 △ 1,708,617 】 【 △ 36,596,976 】 【 34,888,359 】
一般正味財産期首残高 【 76,965,856 】 【 113,562,832 【 △ 36,596,976 】
一般正味財産期末残高 【 75,257,239 】 【 76,965,856 【 △ 1,708,617 】

当期指定正味財産増減額 【 0 】 【 0 】 【 0 】
指定正味財産期首残高 【 100,000,000 】 【 100,000,000 】 【 0 】
指定正味財産期末残高 【 100,000,000 】 【 100,000,000 】 【 0 】

【 175,257,239 】 【 176,965,856 】 【 △ 1,708,617 】Ⅲ　正味財産期末残高

前年度

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　(2) 経常費用

　２.経常外増減の部

経常外収益計

当期経常外増減額

基本財産運用益

管理費

経常費用計

当期経常増減額

科　　目

寄付金

雑益

経常収益計

特定資産運用益

会費

事業収益

平成23年度正味財産増減計算書
(財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

経常外費用計

補助金等

当年度

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.経常増減の部

事業費

増減
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(財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針

　　（1）引当金の計上基準

退職給付引当金・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

　　（2）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2.基本財産および特定資産の増減額およびその残高

　基本財産および特定資産の増減額およびその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

基本財産引当資産 100,000,000 0 0 100,000,000

小計 100,000,000 0 0 100,000,000

特定資産

退職給付引当資産 12,686,900 1,568,790 0 14,255,690

小計 12,686,900 1,568,790 0 14,255,690

合計 112,686,900 1,568,790 0 114,255,690

3.基本財産および特定資産の財源等の内訳

　基本財産および特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額） （うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額）

基本財産

基本財産引当資産 100,000,000 （100,000,000） (          0 ) -
小計 100,000,000 （100,000,000） (          0 ) -

特定資産

退職給付引当資産 14,255,690 (          0 ) (          0 ) (14,255,690)

小計 14,255,690 (          0 ) (          0 ) (14,255,690)

合計 114,255,690 （100,000,000） (          0 ) (14,255,690)

4.債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高

　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目 債権金額 貸倒引当金の当期末残高

未収入金 5,815,502 0

合計 5,815,502 0

5.保証債務等の偶発債務

　　該当なし

6.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額および残高

　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額および残高は、次のとおりである。

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

日宝協助成金等  日宝協 0 39,724,661 39,724,661 0

全日私幼連助成金  全日私幼連 0 22,186,000 22,186,000 0

教員免許更新講習補助金 0 136,000 136,000 0

合計 0 62,046,661 62,046,661 0

7.関連当事者との取引の内容

　　該当なし

8.重要な後発事象

　　該当なし

(財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

附属明細書

1.基本財産及び特定資産の明細

　　財務諸表に対する注記に記載

2.引当金の明細

（単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 1,568,790 0 0 14,255,690

1,568,790 0 0 14,255,690

交付者

当期減少額
当期末残高当期増加額

債権の当期末残高

5,815,502

5,815,502

12,686,900

合計 12,686,900

科　　　　　　目 前期末残高

 文部科学省

補助金等の名称
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２
４

文
科

施
第

２
８

号
 

平
成

２
４

年
４

月
２

６
日

 

 各
国

公
私

立
大

学
長
 

各
国

公
私

立
高

等
専

門
学

校
長
 

各
都

道
府

県
知

事
 

殿
 

各
都

道
府

県
教

育
委

員
会

教
育

長
 

各
政

令
指

定
都

市
教

育
委

員
会

教
育

長
 

  

文
部

科
学

省
大

臣
官

房
文

教
施

設
企

画
部

長
 

清
 
木

 
孝

 
悦

 

 

（
印

影
印

刷
）

 
 

 

学
校

施
設

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

（
通

知
）

 

 

東
日

本
大

震
災

で
は

、
多

く
の

学
校

に
お

い
て

天
井

材
の

落
下

な
ど

非
構

造
部

材
の

被
害

が
発

生

し
、

人
的

被
害

が
生

じ
た

例
が

あ
る

な
ど

、
改

め
て

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
の

重
要

性
が

認
識

さ
れ

ま
し

た
。

大
震

災
後

に
文

部
科

学
省

が
設

置
し

た
有

識
者

会
議

に
お

い
て

取
り

ま
と

め
ら

れ
た

「
東

日
本

大
震

災
の

被
害

を
踏

ま
え

た
学

校
施

設
の

整
備

に
つ

い
て

」
緊

急
提

言
※

１
（

平
成

2
3
年

７
月

）

に
お

い
て

も
、

非
構

造
部

材
の

耐
震

対
策

を
速

や
か

に
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
の

指
摘

が
な

さ
れ

ま
し

た
。

 

 こ
の

た
び

、
文

部
科

学
省

で
は

、
「

学
校

施
設

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
事

例
集

」
※

２
を

取
り

ま
と

め
ま

し
た

の
で

、
別

添
の

と
お

り
送

付
※
し

ま
す

。
 

 各
位

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
こ

れ
ま

で
も

、
学

校
施

設
の

耐
震

化
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

い
て

い

る
と

こ
ろ

で
す

が
、
引

き
続

き
、
本

事
例

集
等

を
参

考
と

し
、
各

学
校

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、「

地

震
に

よ
る

落
下

物
や

転
倒

物
か

ら
子

ど
も

た
ち

を
守

る
た

め
に

～
学

校
施

設
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
～

」
※

３
（

平
成

2
2
年

３
月

）
に

沿
っ

て
、

非
構

造
部

材
の

耐
震

対
策

に
積

極
的

に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
ま

す
と

と
も

に
、

学
校

施
設

の
安

全
確

保
に

万
全

を
期

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。
 

 特
に

、
地

震
発

生
時

の
安

全
確

保
に

向
け

た
取

組
の

前
提

と
な

る
、

非
構

造
部

材
の

点
検

を
速

や

か
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
致

命
的

な
事

故
が

起
こ

り
や

す
い

屋
内

運
動

場
の

天
井

材
、
照

明
器

具
、

内
外

装
材

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

ゴ
ー

ル
の

落
下

防
止

対
策

等
を

進
め

て
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。
 

 な
お

、
非

構
造

部
材

の
点

検
に

関
し

、
学

校
保

健
安

全
法

第
２

７
条

に
お

い
て

学
校

安
全

計
画

に

規
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

学
校

の
施

設
・

設
備

等
の

安
全

点
検

の
対

象
や

項
目

は
、

各
学

校
に

お
い

て
定

め
ら

れ
る

も
の

で
す

が
、

非
構

造
部

材
の

点
検

の
重

要
性

に
鑑

み
、

各
学

校
に

お
い

て
、

そ
の

実
施

に
努

め
て

い
た

だ
く

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
、

同
法

第
２

６
条

で
は

学
校

の
設

置
者

が
施

設
・

設
備

の
整

備
充

実
に

努
め

る
こ

と
、

同
法

第
２

８
条

で
は

校
長

が
施

設
・

設
備

の
安

全
確

保
措

置
を

講
じ

る
こ

と
な

ど
が

定
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
の

規
定

に
基

づ
く

対
応

に
際

し
て

も
、

非
構

造
部

材
に

係
る

対
策

に
御

留
意

い
た

だ
く

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
 

さ
ら

に
、

学
校

の
設

置
者

に
お

い
て

は
、

非
構

造
部

材
の

点
検

項
目

に
よ

っ
て

、
建

築
基

準
法

第

１
２

条
に

規
定

さ
れ

る
法

定
点

検
の

機
会

を
活

用
す

る
こ

と
も

有
効

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
 

 学
校

施
設

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
に

係
る

財
政

支
援

に
つ

い
て

は
、

別
紙

１
，

２
の

文
部

科

学
省

の
支

援
に

加
え

、
別

紙
３

の
国

土
交

通
省

の
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

に
よ

る
支

援
が

講
じ

ら
れ

て
お

り
ま

す
の

で
、

積
極

的
に

活
用

し
て

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
公

立
小

中
学

校
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3

年
度

の
耐

震
改

修
状

況
調

査
の

結
果

で
は

、
い

ま
だ

多
く

の
学

校
に

お
い

て
非

構
造

部
材

の
点

検
及

び
対

策
が

不
十

分
で

あ
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

り
ま

し
た

。
こ

の
た

め
、
平

成
2
4
年

度
予

算
で

は
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
に

係
る

財
政

支
援

制
度

を
別

紙
１

の
と

お
り

拡
充

し
、

地
方

公
共

団
体

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
点

検
が

未
実

施
と

な
っ

て
い

た
学

校
に

つ
い

て
は

、
速

や
か

に
点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
平

成
2
4
年

度

予
算

を
活

用
す

る
な

ど
耐

震
対

策
に

努
め

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

 

 こ
の

こ
と

に
つ

い
て

、
各

都
道

府
県

教
育

委
員

会
に

あ
っ

て
は

域
内

の
各

市
町

村
教

育
委

員
会

に

対
し

、
各

都
道

府
県

知
事

に
お

い
て

は
、
「

私
立

学
校

施
設

防
災

機
能

強
化

集
中

支
援

プ
ラ

ン
」

※
４

（
平

成
2
4
年

１
月

）
も

併
せ

、
所
管

の
私

立
学

校
等

に
対

し
て

、
周

知
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

 

 ※
各
市

町
村

教
育

委
員

会
に

対
し

て
、「

学
校
施
設

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
事

例
集
」
は
直
接

送
付

し
て

い
ま
す
。
 

※
１
 

「
東

日
本

大
震

災
の

被
害

を
踏

ま
え

た
学

校
施

設
の

整
備

に
つ

い
て

」
緊

急
提

言
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
/
b
_
m
e
n
u
/
s
h
i
n
g
i
/
c
h
o
u
s
a
/
s
h
i
s
e
t
u
/
0
1
7
/
t
o
u
s
h
i
n
/
1
3
0
8
0
4
5
.
h
t
m
 

※
２
 

「
学

校
施

設
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

対
策

事
例

集
」
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
/
a
_
m
e
n
u
/
s
h
i
s
e
t
u
/
b
o
u
s
a
i
/
t
a
i
s
h
i
n
/
1
3
1
8
7
3
6
.
h
t
m
 

※
３
 

「
地

震
に

よ
る

落
下

物
や

転
倒

物
か

ら
子

ど
も

た
ち

を
守

る
た

め
に

～
学

校
施

設
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
～

」
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
/
a
_
m
e
n
u
/
s
h
i
s
e
t
u
/
s
h
u
p
p
a
n
/
1
2
9
1
4
6
2
.
h
t
m
 

※
４
 

「
私

立
学

校
施

設
防

災
機

能
強

化
集

中
支

援
プ

ラ
ン

」
 

 
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
x
t
.
g
o
.
j
p
/
a
_
m
e
n
u
/
k
o
u
t
o
u
/
s
h
i
n
k
o
u
/
0
7
0
2
1
4
0
3
/
0
0
2
.
h
t
m
 

  

【
担
 

当
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
に

つ
い

て
 

 
 

 
 

大
臣

官
房

文
教

施
設

企
画

部
施

設
企

画
課

 
 

防
災

推
進

室
防

災
推

進
係

 

T
E
L
：

0
3
－

5
2
5
3
－

4
1
1
1
（

内
線

 
2
2
3
5
）

  

○
学

校
保

健
安

全
法

の
学

校
安

全
計

画
に

つ
い

て
 

ス
ポ

ー
ツ

・
青

少
年

局
学

校
健

康
教

育
課

 
 

企
画

・
健

康
教

育
係

 

T
E
L
：

0
3
－

5
2
5
3
－

4
1
1
1
（

内
線

 
2
6
9
5
）

 

●
文

部
科

学
省

だ
よ

り
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非
構

造
部

材
の

耐
震

対
策

に
係

る
財

政
支

援
制

度
に

つ
い

て

（
別

紙
１

）

公
立

学
校

施
設

（
省

略
）

（
別

紙
２

）

私
立

学
校

施
設

（
１
）

非
構

造
部

材
の

耐
震

対
策

を
含

め
、
私

立
学

校
施

設
の

防
災

機
能

強
化

関
連

予
算

の
大

幅
な
拡

充
を
図

り
ま
し
た
。

平
成

２
３
年

度
当

初
予

算
平

成
２
３
年

度
第

３
次

補
正

予
算

平
成

２
４
年

度
予

算
５
２
億

円
→

１
５
０
億

円
１
２
５
億

円

（
２
）

平
成

２
３
年

度
補

正
予

算
か

ら
、
新

た
に
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
に
対

す
る
補

助
を
創

設
し
、
平

成
２
４

年
度

予
算

に
お
い
て
も
継
続

し
て
補

助
し
ま
す
。

【
非

構
造

部
材

と
は

】
天

井
材

、
外

壁
（
外

装
材

）
、
内

壁
（
内

装
材

）
の
よ
う
な
、
構

造
体

以
外

の
部

材
を
指

し
、
落

下
の
危

険
性

の
あ
る
放

送
機

器
や

照
明

器
具

、
天

吊
り
型

の
テ
レ
ビ
、
窓

ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
、
転

倒
の
危

険
性

の
あ

る
書

架
・
書

棚
等

を
含

め
ま
す

。

【
対

象
施

設
】

私
立

の
幼

稚
園

、
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
、
中

等
教

育
学

校
、
特

別
支

援
学

校
、
大

学
、
短

期
大

学
、
高

等
専

門
学

校

【
申

請
単

位
】

○
１
０
０
㎡

以
上

の
部

屋
（
特

別
講

義
室

や
体

育
館

、
講

堂
な
ど
）
は
単

体
で
申

請
で
き
ま
す

。
○

１
０
０
㎡

未
満

の
部

屋
に
つ

い
て
は
、
施

設
の
耐

震
補

強
工

事
と
一

体
で
工

事
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
申

請
可

能
と
な
り
ま
す

。
※
幼

稚
園

に
つ

い
て
は
、
面

積
要

件
は
な
く
、
単
体
で
申

請
で
き
ま
す

。

【
補

助
対

象
範

囲
等

】
①

非
構

造
部

材
の
点

検
・
設

計
に
係

る
経

費
も
工

事
に
合

わ
せ

て
補

助
対

象
と
な
り
ま
す

。
②

補
助

対
象

事
業

経
費

・
大

学
、
短

期
大

学
、
高

等
専

門
学

校
→

下
限

額
：
３
０
０
万
円

～
上

限
額

：
な
し

・
小

、
中

、
高

等
学

校
、
特

別
支

援
学

校
等

→
下
限

額
：
な
し
～

上
限

額
：
２
億

円
・
幼

稚
園

→
下

限
額

：
３
０
０
万

円
～

上
限

額
：
１
億

円
③

国
庫

補
助

率
は
１
／

３
以

内
（
大

学
等

は
１
／

２
以

内
）
で
す

。
た
だ
し
、
耐

震
補

強
工

事
と
合

わ
せ

て
実

施
す

る
場

合
は
、
耐

震
補

強
工

事
の
補

助
率

（
Is

値
（
注

）０
．
３
未

満
の
施

設
の
耐

震
補

強
工

事
と
合

わ
せ

て
実

施
す

る
場

合
は
１
／

２
以

内
）
と
な
り
ま
す

。
（注

）
建
物

の
耐

震
性

能
を
評
価

す
る
指

標
で
あ
り
、
Is

値
が
大

き
い
ほ
ど
耐
震

性
能

が
高

く
な
り
ま
す

。

（
３
）

以
上

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
を
含

め
、
「
私

立
学

校
施

設
防

災
機

能
強

化
集

中
支

援
プ
ラ
ン
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

非
構

造
部

材
の
耐

震
対

策
の
ほ
か
、
平

成
２
３
年

度
補

正
予

算
か
ら
新

た
に
以

下
の
支

援
を
行

っ
て
い

ま
す
。

○
平

成
２
７
年

度
ま
で
に
着

工
す

る
耐

震
改

築
（
建

替
え
）
事

業
に
対

す
る
長

期
低

利
融

資
制

度
（
２
０
年

間
の
低

利
融

資
小
学

校
～

大
学

：
1
～

3
年

目
無

利
子

、
4
～

2
0
年

目
0
.5
％

）
○

防
災

機
能

強
化

事
業

（
備

蓄
倉

庫
、
避

難
階

段
、
避

難
路

、
防

災
ト
イ
レ
、
貯

水
槽

、
自

家
発

電
設

備
等

の
設

置
工

事
へ

の
補

助
）

■
「

私
立

学
校

施
設

防
災

機
能

強
化

集
中

支
援

プ
ラ
ン
」
の

H
P
ｱ
ﾄ
ﾞ
ﾚ
ｽ

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/shinkou/07021403/002.htm
■

担
当

：
文

部
科

学
省

高
等

教
育

局
私

学
部

私
学

助
成

課
総

括
係

（
小

～
高

等
学

校
等

）
、
助

成
第

２
係

（
大

学
等

）

初
等

中
等

教
育

局
幼

児
教

育
課

振
興

係
（
幼

稚
園

）

（
別

紙
３

）

そ
の

他
の

交
付

金
制

度
（

国
土

交
通

省
関

係
）

（
１

）
事

業
名

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
住
宅

・
建
築

物
安

全
ス

ト
ッ

ク
形

成
事

業

（
２

）
対

象
施

設
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学

※
地

方
公

共
団

体
が

行
う

事
業

及
び

補
助

す
る

事
業

が
対

象

（
３

）
算

定
割

合
等

算
定

割
合

：
１

／
３

（
避

難
所

の
場

合
）

な
ど

（
４

）
対

象
事

業
（

効
果

促
進

事
業

と
し

て
）

・
学

校
の

非
構

造
部

材
の

み
の

耐
震

化
・

学
校

の
非

構
造

部
材

の
み

の
点

検
、

調
査

、
設

計
※

建
物

の
耐

震
対

策
と

一
体

で
実

施
す

る
場

合
に

は
、

基
幹

事
業

の
対

象
に

も
な

り
得

る
。

■
担

当
国

土
交

通
省

住
宅

局
市

街
地

建
築

課
市

街
地

住
宅

整
備

室

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
（
平

成
２
４
年

度
）

整
備

計
画

に
掲

げ
る

政
策

目
標

の
達

成
（
成
果

指
標

で
事

後
評

価
）

住
宅
・
社
会
資
本
の
整
備

住
宅
・
社
会
資
本
の
整
備

住
宅
・
社
会
資
本
の
整
備

・
道

路
事

業
・
港

湾
事

業
・
河

川
事

業
・
砂

防
事

業
・
下

水
道

事
業

・
市

街
地

整
備
事

業
・
地

域
住

宅
計
画

に
基
づ
く
事

業
・
住

環
境

整
備
事

業
等

・
各
種
「
社

会
資

本
整
備

事
業
」

（
社
会
資

本
整
備
重
点
計

画
法
）

・
「
公
的

賃
貸
住

宅
の
整

備
」

○
計

画
の
目

標
実
現
の

た
め
基

幹
事

業
一

体
と
な
っ
て
、
基

幹
事

業
の

効
果

を
一

層
高
め
る
た
め
に
必
要

な
事

業
・
事
務

（
ソ
フ
ト
事
業

を
含

む
）

○
全

体
事
業

費
の

２
割

以
内

【
基
幹
事
業
】

【
関
連
社
会
資
本
整
備
事
業
】

効
果
促
進
事
業

効
果
促
進
事
業

効
果
促
進
事
業

（
例
）

・
学
校
（
旧

耐
震
建
物
）
の
耐

震
化
（
一
体
で

行
う
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
を
含
む
）

・
学
校
（
旧

耐
震
建
物
）
の
耐

震
対
策
の

計
画
策
定
・
調
査
（
一

体
で
行
う
非

構
造

部
材
を
含
む
）

（
例
）

・
学
校
の
非
構
造

部
材
の
耐
震
化

（
新
耐
震

建
物
を
含
む
）

・
学
校
の
非
構
造

部
材
の
耐
震
対

策
の
計
画

策
定
・
調

査
（
新
耐
震
建

物
を
含

む
）

（
国

土
交

通
省
作

成
資
料

を
基

に
文

部
科
学
省

で
作
成

）

●
文

部
科

学
省

だ
よ

り
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◆ 

不
利
な
子
ど
も
の
乳
幼
児
期
へ
の

投
資
に
対
す
る
経
済
的
リ
タ
ー
ン

・�

ど
の
研
究
で
も
、
投
資
に
か
か
っ
た
コ

ス
ト
よ
り
も
多
く
の
リ
タ
ー
ン
を
成

果
と
し
て
上
げ
て
い
る
。（
表
１
）

・�

投
資
す
る
際
に
、
そ
の
投
資
に
見
合
っ

た
成
果
を
得
ら
れ
る
か
心
配
し
な
く

て
も
よ
い
。
必
ず
投
資
以
上
の
成
果
が

出
る
。（
表
２
）

◆ Perry preschool

へ
の
投
資
の
経
済

効
果

【
結
論
】

・�

経
済
的
リ
タ
ー
ン
は
、
と
て
も
大
き
く

な
り
得
る
。

・�
リ
タ
ー
ン
は
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

共
通
し
て
み
ら
れ
る
効
果
に
は
ば
ら

つ
き
が
あ
る
。

・�

ソ
フ
ト
技
能
（
認
知
、
社
会
的
／
情

緒
的)

は
ハ
ー
ド
技
能
（
言
語
、
識
字
、

計
算)

と
同
様
に
重
要
。（
経
済
的
観

点
か
ら
）※

グ
ラ
フ
１
、２

◆ 

世
界
各
国
で
の
経
済
的
投
資

効
果

・�

中
～
低
所
得
国
家
で
は
、
幼

児
教
育
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
所

得
の
増
加
だ
け
で
６
～
１８
倍

の
投
資
効
果
が
推
定
さ
れ
る

・�

世
界
中
の
中
～
低
所
得
国
家

で
幼
児
教
育
へ
の
投
資
額
を

２５
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、

Ｕ
Ｓ
＄
１
・
０６
億
の
経
済
効

果
が
推
定
さ
れ
る

【
介
入
】
３
～
５
歳
児
を
対
象
に
、
食
事
・

教
育
・
運
動
に
つ
い
て
＋
教
師
と
子
ど
も

の
比
が
１
対
５
・
５
（
ｖｓ
１
対
３０)

【
成
果
】１７
～
２３
歳
で
の
態
度
問
題
、犯
罪
、

精
神
疾
患
↑

→�

栄
養
状
態
の
悪
い
子
ど
も
ほ
ど
利
益
は

大
き
か
っ
た

　
そ
の
他
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ウ
ル
グ
ア
イ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
・
社
会
的
・

文
化
的
背
景
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

幼
児
教
育
へ
の
投
資
の
成
果
は
同
じ
よ
う

に
み
ら
れ
る
。

�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

コスト リターン 倍率 

WIC(栄養教育、社会事業、食料の提供) 
 $958 $2,941 ×3.07 
若い母親と 1 人目の子どもへの看護師の家庭訪問

 $6,975 $35,288 ×5.10 
小学校低学年での学級規模縮小 

 $8,454 $23,913 ×2.83 
CPC(学級規模縮小、読書・算数・家族支援)
 $3,290 $5,457 ×1.66 
学年再履修 

 $7,959 -$26,434 ×-3.32 
若年職業訓練 
 $15,141 $19,958 ×1.32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29%

60%

76%

36%

82%

76%

7%

40%

62%

13%

60%

50%

27歳での所得が＄20,000以上

40歳での所得が＄20,000以上

40歳で仕事に就いている

27歳で家を所有

40歳で車を所得

40歳で貯蓄口座を所有

Perry preschool への投資の経済効果
Program No Program

14%

7%

36%

33%

14%

27%

29%

55%

48%

34%

6～12歳で態度問題がある

27歳までに６回以上逮捕

40歳までに６回以上逮捕

40歳までに凶悪犯罪

40歳までに薬物犯罪

Perry preschool への投資の犯罪防止効果
Program No Program

 

  

コスト リターン 倍率 

・Perry Pre-K 
 $17,599  $284,086 ×16 
・Abecedarian 
 $70,697  $176,284 ×2.5 
・Chicago 
 $8,224  $83,511  ×10 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊表１

＊グラフ１

＊グラフ２

＊表２： 他の子どもへの投資プログラムの便益とコ
スト

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
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延
べ
８
年
の
幼
稚
園
長
経
験
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
子
ど
も
の
、
今
ま
さ
に
そ
こ
に
生

き
る
一
人
ひ
と
り
の
物
語
た
ち
と
の
出
会

い
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
見
え
隠

れ
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
、
互
い
に
交
錯
す
る

無
数
の
物
語
は
、
主
人
公
を
中
心
に
展
開

す
る
小
説
の
よ
う
に
流
れ
る
の
で
は
な

く
、
ま
る
で
、
雑
誌
や
チ
ラ
シ
広
告
か
ら

切
り
取
っ
て
貼
り
付
け
る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の

よ
う
で
し
た
。
で
も
、
遊
び
慣
れ
た
附
属

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
な
ら
、
毎
日
顔
を

合
わ
せ
て
な
く
て
も
、
そ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ

作
品
を
読
み
解
い
て
い
く
ヒ
ン
ト
は
い
く

ら
で
も
発
見
で
き
、
発
達
心
理
学
の
本
な

ど
に
描
か
れ
る
子
ど
も
像
で
は
到
底
処
理

で
き
な
い
、
個
々
の
物
語
性
に
魅
了
さ
れ

ま
す
。

　
し
か
し
そ
う
し
た
思
い
が
、
最
初
か
ら

は
っ
き
り
と
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
当
時
の
大
学
附
属

の
校
園
長
は
、
定
年
近
い
高
齢
教
授
の
指

定
席
と
い
う
の
が
慣
例
だ
っ
た
よ
う
で
、

ま
だ
着
任
３
年
目
の
私
な
ど
全
く
無
関
心

で
し
た
。
そ
れ
が
私
の
出
張
中
の
選
挙
の

思
い
が
け
な
い
事
情
か
ら
、
私
が
選
ば
れ

て
い
た
の
で
す
。
幼
稚
園
は
教
員
の
移
動

も
少
な
く
、
ど
の
大
学
で
も
良
く
も
悪
く

も
、
経
験
豊
か
な
「
お
局
様
」
が
仕
切
っ

て
い
る
の
が
普
通
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
、
学
生
の
卒
論
で
園
児
の
デ
ー

タ
を
と
ら
せ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
も
、
保

育
に
差
し
支
え
る
と
に
べ
も
な
く
断
ら
れ

て
印
象
が
悪
く
、
実
態
も
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
び
っ
く
り
は
き
っ
と
お
互
い
様

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
中
で
の
園
長
と
し
て
の
初
体
験

の
連
続
は
、
私
に
思
い
が
け
な
い
大
き
な

刺
激
と
な
り
、
ど
こ
を
掘
っ
て
も
疑
問
と

い
う
光
を
放
つ
宝
の
山
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
は
私
が
幼
児
教
育
の
「
素
人
」

だ
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
え
ま
す
。「
ど
う

し
て
？
」
の
連
続
は
、
そ
れ
ま
で
の
安
定

し
た
伝
統
的
園
運
営
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
り

壊
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
例
え
ば
、
園
児
の
ほ
と
ん
ど
が
４
月
か

ら
９
月
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
が
不
思
議
で

訊
ね
ま
す
。
そ
れ
は
実
に
単
純
で
し
か
も

心
理
学
的
に
は
間
違
っ
た
方
法
で
し
た
。

そ
れ
を
指
摘
し
、翌
年
の
入
園
試
験
で
は
、

ま
だ
オ
ム
ツ
の
と
れ
な
い
３
月
末
生
ま
れ

の
子
も
積
極
的
に
入
れ
る
よ
う
に
方
法
を

変
え
ま
す
。
４
月
生
ま
れ
と
１
年
も
差
の

あ
る
子
が
、
同
じ
体
験
を
重
ね
て
ど
う
成

長
す
る
か
、試
し
て
み
た
か
っ
た
の
で
す
。

こ
ん
な
疑
問
に
も
出
会
い
ま
す
。
年
１
回

あ
る
幼
稚
園
の
公
開
保
育
と
研
究
大
会
で

は
、
熱
心
な
参
会
者
の
姿
に
感
心
し
な
が

ら
、
一
方
で
疑
問
を
感
じ
た
場
面
に
度
々

遇
い
ま
す
。
そ
れ
も
当
時
の
一
般
的
な
参

加
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
よ
う
で
、
参
会
者
が

興
味
を
抱
い
た
遊
び
の
場
面
を
、
実
に
克

明
に
記
録
す
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ビ
デ

オ
な
ど
無
い
時
代
。
そ
う
し
た
遊
び
場
面

の
傍
に
視
点
を
定
め
、「
Ａ
ち
ゃ
ん
が
◦

◦
し
て
い
る
と
、
そ
こ
に
Ｂ
君
が
や
っ
て

来
て
・
・
・
」
と
い
う
ふ
う
に
、
状
況
を

ノ
ー
ト
に
書
き
連
ね
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
参
会
者
は
、
そ
の
後
の
協
議
会
で
も
積

極
的
に
発
言
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
も
ち

ろ
ん
先
ほ
ど
の
克
明
な
メ
モ
を
見
な
が
ら

で
す
。「
そ
の
時
担
任
の
先
生
は
Ｃ
ち
ゃ

ん
の
方
を
見
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に

は
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
・
・
・
」
な
ど
と

言
っ
て
、
大
事
な
場
面
を
担
任
が
見
落
と

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
多
分
「
ど
う

だ
い
」
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
。
こ

う
い
う
記
録
の
仕
方
は
、
大
学
の
授
業
で

も
指
導
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
学
生
も
熱

心
に
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が「
客
観
的
」

行
動
記
録
方
法
ら
し
い
の
で
し
た
。
私
の

「
ど
こ
が
客
観
的
な
の
か
な
？
」
と
い
う

疑
問
に
は
、「
外
に
現
れ
て
い
る
行
動
や

会
話
の
事
実
を
そ
の
ま
ま
正
確
に
記
録
す

る
」
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
、「
そ
れ
っ
て

本
当
に
客
観
的
か
な
？
」
と
一
層
疑
問
を

感
じ
た
の
で
し
た
が
。

　
こ
ん
な
や
り
と
り
か
ら
、
い
っ
た
い

ど
ん
な
収
穫
が
期
待
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
？
と
思
っ
て
も
、
幼
児
教
育
の
現
場
を

ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
私
は
、
自
分
自
身
の

持
ち
だ
す
疑
問
に
も
自
信
が
持
て
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
何
か
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
な
が
ら
こ
の
未
知
の

世
界
に
潜
り
込
ん
で
い
っ
た
、
私
の
「
は

て
し
な
い
物
語
」
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
思
い

出
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

　
　
　
保
育
研
究
雑
感(

そ
の
一
）

間藤　侑
新潟大学名誉教授

２７
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本
連
合
会
は
こ
の
４
月
１
日
よ
り
、
一

般
社
団
法
人
岐
阜
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

と
し
て
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
法
人
の
業

務
、
運
営
に
大
幅
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

が
行
政
庁
に
よ
る
監
督
が
無
く
な
り
、
こ

れ
か
ら
は
石
井
会
長
の
下
、
自
主
的
、
自

立
的
な
運
営
を
目
指
し
岐
阜
県
独
自
の
活

動
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
岐
阜
県
で
は
、
４
年
前
に
県
内
の
教
員

養
成
校
８
校
に
声
を
か
け
、
幼
児
教
育
懇

話
会
を
年
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回

話
題
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
変
え
情
報
交
換
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
教
育
実
習
、
就
職
前
研
修
、

新
任
研
修
、
夏
休
み
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
等
各
園
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
大
学
側

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
研
修

に
な
る
よ
う
各
園
へ
の
通
達
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
お
互
い
に
求
め
る
と
こ
ろ
は
質
の
高
い

幼
稚
園
教
諭
の
育
成
で
す
。
幼
稚
園
が
求

め
る
新
任
教
諭
の
姿
と
限
ら
れ
た
大
学
の

授
業
を
通
し
て
育
て
上
げ
た
幼
稚
園
教
諭

を
目
指
す
学
生
の
姿
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
な
い

よ
う
に
相
互
理
解
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
連
合
会
が
主
催
す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
は
、
昨
年
度
は
県
内
９８
園
の
内
５５
園
の

参
加
を
得
て
盛
況
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
暑
い
夏
以
上
に
学
生
た
ち
の

熱
い
や
る
気
が
感
じ
ら
れ
る
一
日
で
し

た
。

　
第
一
回
目
よ
り
、
就
職
の
該
当
学
年
だ

け
で
な
く
、
幼
稚
園
を
よ
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
す
べ
て
の
学
年
を
対
象
に
幼

稚
園
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
幼
稚
園
説

明
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
会

式
で
は
先
輩
の
先
生
２
人
よ
り
、
経
験�

を
踏
ま
え
て
先
生
と
い
う
仕
事
の
や
り
が

い
に
つ
い
て
も
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。
岐

阜
県
内
だ
け
で
な
く
、
愛
知
県
の
教
員
養

成
校
に
も
ご
案
内
を
送
付
し
た
く
さ
ん
の

学
生
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
一
般
社
団
法
人
岐
阜
県
私
立
幼
稚
園
連

合
会
総
務
委
員
長
、
岐
阜
市
・
か
ぐ
や
第

二
幼
稚
園
／
篠
田
正
男
）

　
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
鹿
児
島

県
私
立
幼
稚
園
協
会
は
、
平
成
２５
年
４
月

か
ら
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
し
、
新
し
い

歩
み
を
始
め
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
本
県
で
は
二
つ
の
大
き
な
動
き

が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特

例
基
金
事
業
と
し
て
の
「
子
育
て
支
援
事

業
等
推
進
補
助
員
配
置
事
業
」
が
、
１
年

延
長
し
て
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
予
算
総
額
１
億
８
千
万
円
。
子
ど
も

た
ち
へ
の
よ
り
細
か
い
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
幼
稚
園
に
お
い

て
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
等
を
有
す
る
人

材
を
補
助
員
と
し
て
配
置
し
、
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
「
目
」
と
「
心
」
が
増
え
て

い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
協
会
内
の
先
生
方

が
精
力
的
に
動
き
、
こ
の
制
度
を
鹿
児
島

県
が
単
独
で
創
設
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

は
と
て
も
有
り
難
く
、
ま
た
こ
の
こ
と
に

対
し
て
各
園
も
素
直
に
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
の

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
昨
年

度
か
ら
福
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会
主

催
の
合
同
就
職
説
明
会
に
、
鹿
児
島
県
と

し
て
ブ
ー
ス
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
県
の
養

成
校
で
学
ん
で
い
る
幼
稚
園
教
諭
志
望
の

学
生
に
、
幼
稚
園
の
魅
力
を
説
明
し
、
本

県
に
帰
っ
て
き
て
（
願
わ
く
は
Ｉ
タ
ー
ン

も
含
め
）
幼
児
教
育
に
携
わ
り
才
能
を
開

花
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
伝
え
て
い

ま
す
。
昨
年
は
予
想
以
上
の
結
果
が
出
ま

し
た
の
で
、
内
容
を
充
実
さ
せ
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
も
、

幼
児
教
育
の
重
要
性
を
内
外
に
示
せ
る
の

は
私
立
幼
稚
園
で
す
。
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
を
物
質
だ
け
で
な
く
人
的
に
も
充

実
さ
せ
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
ち
を
保
障

し
、
私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
と
こ
の
国
の

未
来
を
創
造
し
ま
す
。

（
社
団
法
人
鹿
児
島
県
私
立
幼
稚
園
協
会

総
務
委
員
長
、
南
九
州
市
・
川
辺
幼
稚
園

／
三
木
隆
朋
）

　
　�
若
き
熱
き
力
を
求
め
て

岐
阜
県
か
ら
の
お
た
よ
り

�

　
　
　

南
か
ら
の
挑
戦

鹿
児
島
県
か
ら
の
お
た
よ
り

岐阜県メモ

面積：１０，６２１ｋｍ２

県花：れんげ草（げんげ）
県鳥：ライチョウ
県木：イチイ
県魚：あゆ

鹿児島県メモ

面積：９，１８９ｋｍ２

県木：カイコウズ
県木：クスノキ
県鳥：ルリカケス
県花：ミヤマキリシマ
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だ
ん
ご
虫
、
て
ん
と
う
虫
、
ア
リ
・
・
・

と
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
な
虫
た
ち
と
出
合

い
、
あ
そ
ぶ
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
過
日

は
、
５
歳
児
が
幼
稚
園
の
近
く
の
川
魚
専

門
店
へ
出
か
け
、
う
な
ぎ
の
手
づ
か
み
を

体
験
し
て
き
ま
し
た
。「
ぬ
る
ぬ
る
や
～
、

つ
か
ま
ら
ん
よ
う
に
や
な
～
」「
逃
げ
よ

う
と
す
る
力
す
ご
い
！
」
と
、
み
ん
な
大

興
奮
◆
〈
い
の
ち
〉
と
い
う
も
の
は
、
ど

こ
ま
で
も
述
語
「
動
詞
」
で
あ
っ
て
、
主

語
「
名
詞
」
と
は
な
ら
な
い
―
―
西
田
幾�

太
郎
の
こ
と
ば
で
す
が
、
実
感
で
す
。
　

〈
子
ど
も
〉と
い
う
こ
と
ば
も
同
じ
で
し
ょ

う
。『
自
然
、
社
会
、
家
庭
は
「
生
き
て

い
く
動
的
な
現
象
」
が
起
き
て
い
る
場
所

で
す
。』（
―
―
清
水
博
）
◆
そ
う
、「
幼

稚
園
」
も
ま
た
、
本
来
の
働
き
を
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
目
か
ら
入
る

文
字
や
数
字
の
中
で
、
私
た
ち
も
名
詞
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
？！
　「
動
詞
」

の
感
覚
を
取
り
戻
さ
せ
て
く
れ
る
か
の
よ

う
に
、
今
日
も
、
か
た
つ
む
り
が
に
ん
じ

ん
を
か
じ
っ
て
い
ま
す
。（
調
査
広
報
委

員
会
編
集
委
員
・
松
井
明
恵
）

編
集
後
記

平成２４年度（第５回）　免許状更新講習の認定一覧

●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関する
事項」に関する免許状更新講習

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

宮城県
仙台市

１．幼児の発達と課題／①幼児理解と子ども観、教
育観の変遷②幼児の発達の理解と発達課題③障害の
ある子どもや気になる子どもの理解と支援、集団作
りなど。２．幼稚園教育要領について。３．幼稚園
における特別支援計画／①法令改正及び国の審議会
の状況等②学校における危機管理上の課題。４．保
護者への保育相談支援／①保護者と子育てを巡る状
況について②保護者や地域社会との連携の必要性③
地域における幼児期の教育のセンターとしての役割
及び子育て支援のあり方について

井上　孝之（岩手県立大学准教授）
石田　一彦（尚絅学院大学教授）
村山　十五（仙台白百合女子大学非常勤講師）
畑山みさ子（宮城学院女子大学名誉教授）

１２時間
平成２４年８月６日～
平成２４年８月７日

１００人
平２４- 
８１３４０-
００６９３号

山形県
山形市

　「教職についての省察」「子どもの変化についての
理解」「教育政策の動向についての理解」「学校の内
外における連携協力についての理解」の４つの事項
について、教員に求められる最新の知識・技能の修
得と今日的な教育課題についての理解を深めること
を目指す。

下村　一彦（東北文教大学講師）
片桐　道子（東北文教大学短期大学部准教授）
永盛　善博（東北文教大学短期大学部講師）
水野　則子（東北文教大学短期大学部教授）

１２時間
平成２４年８月１６日～
平成２４年８月１７日

３０人
平２４- 
８１３４０-
００６９６号

東京都
千代田区

　本講習は、「教職についての省察」「子どもの変化
についての理解」「教育政策の動向についての理解」

「学校内外における連携協力についての理解」の４つ
の事項について、教員に求められる最新の知識・技
能の習得と今日的な教育課題についての理解を深め
ることを目指す。

田中　雅道（財団法人全日本私立幼稚園幼児教育
研究機構理事長）
安家　周一（大阪教育大学幼児教育学特講１特別
講義講師、財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研
究機構副理事長、学校法人あけぼの学園理事長）
東重　満（札幌国際大学短期大学部非常勤講師、
藤女子大学非常勤講師、財団法人全日本私立幼稚
園幼児教育研究機構研究研修委員長）
安達　譲（学校法人ひじり学園せんりひじり幼稚
園園長、 財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究
機構研究研修協力委員、元大阪薫英女子大学非常
勤講師）

１２時間
平成２４年８月４日～
平成２４年８月５日

２００人
平２４- 
８１３４０-
００６９５号

東京都
千代田区

　本講習は、「教職についての省察」「子どもの変化
についての理解」「教育政策の動向についての理解」

「学校内外における連携協力についての理解」の４つ
の事項について、教員に求められる最新の知識・技
能の習得と今日的な教育課題についての理解を深め
ることを目指す。

田中　雅道（財団法人全日本私立幼稚園幼児教育
研究機構理事長）
安家　周一（大阪教育大学幼児教育学特講１特別
講義講師、財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研
究機構副理事長、学校法人あけぼの学園理事長）
東　重満（札幌国際大学短期大学部非常勤講師、
藤女子大学非常勤講師、財団法人全日本私立幼稚
園幼児教育研究機構研究研修委員長）
安達　譲（学校法人ひじり学園せんりひじり幼稚
園園長、 財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究
機構研究研修協力委員、元大阪薫英女子大学非常
勤講師）

１２時間
平成２４年１２月２２日～
平成２４年１２月２３日

２００人
平２４- 
８１３４０-
００７００号

　 

私
立
幼
稚
園
経
営
実
態
調
査
へ
の
回
答
に
ご
協
力
を

　
全
日
私
幼
連
で
は
、「
私
立
幼
稚
園

経
営
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
調
査
は
、
私
立
幼
稚
園
の
各
種
施

策
の
基
礎
資
料
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。
昨
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
を
行
な
っ
て
お
り
、
設
問
〔
５
〕

の
収
支
調
査
に
正
確
に
ご
回
答
い
た
だ

い
た
場
合
、
自
己
財
務
分
析
表
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
幼
稚

園
経
営
に
活
か
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま

す
の
で
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
今
年
度
も
調
査
へ
の
回
答
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
全
日
私
幼
連
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.youchien.com

/

■
電
話

：

０
３

－

３
２
３
７

－

１
０
８
０

■
メ
ー
ル

：info@
youchien.com



― 27 ―私幼時報／２０１２．７

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

神奈川県
横浜市

  本講習は、「教職についての省察」「子どもの変化に
ついての理解」「教育政策の動向についての理解」「学
校内外における連携協力についての理解」の４つの
事項について、教員に求められる最新の知識・技能
の習得と今日的な教育課題についての理解を深める
ことを目指す。

神田　伸生（鶴見大学教授）
斉藤　晃（鶴見大学准教授）
山室　吉孝（鶴見大学教授）
安逹　譲（学校法人ひじり学園せんりひじり幼稚
園園長、 財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究
機構研究研修協力委員、元大阪薫英女子大学非常
勤講師）

１２時間
平成２４年８月７日～
平成２４年８月８日

１５０人
平２４- 
８１３４０-
００６９７号

長野県
松本市

  本講習は、「教職についての省察」「子どもの変化に
ついての理解」「教育政策の動向についての理解」「学
校内外における連携協力についての理解」の４つの
事項について、教員に求められる最新の知識・技能
の習得と今日的な教育課題についての理解を深める
ことを目指す。

小林　紀子（青山学院大学人間教育科学部教授）、
西山薫（清泉女学院短期大学幼児教育学科教授）

１２時間
平成２４年８月３日～
平成２４年８月４日

６０人
平２４- 
８１３４０-
００６９９号

大阪府
大阪市

  本講習は、「教職についての省察」「子どもの変化に
ついての理解」「教育政策の動向についての理解」「学
校内外における連携協力についての理解」の４つの
事項について、教員に求められる最新の知識・技能
の習得と今日的な教育課題についての理解を深める
ことを目指す。また、「特別支援教育と幼稚園のあり
方、「チーム保育に学校評価を取り入れ、小学校につ
ないでいくため」などについても講習を行いたい。

小田　豊（独立行政法人国立特別支援教育総合研
究所理事長）
善野八千子（奈良文化女子短期大学幼児教育学科
長教授）

１２時間
平成２４年８月２０日～
平成２４年８月２１日

１００人
平２４- 
８１３４０-
００６９８号

広島県
広島市

  本講習は、「教職についての省察」「子どもの変化に
ついての理解」「教育政策の動向についての理解」「学
校内外における連携協力についての理解」の４つの
事項について、教員に求められる最新の知識・技能
の習得と今日的な教育課題についての理解を深める
ことを目指す。

田中　雅道（財団法人全日本私立幼稚園幼児教育
研究機構理事長）
安家　周一（大阪教育大学幼児教育学特講１特別
講義講師、財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研
究機構副理事長、学校法人あけぼの学園理事長）
東　重満（札幌国際大学短期大学部非常勤講師、
藤女子大学非常勤講師、財団法人全日本私立幼稚
園幼児教育研究機構研究研修委員長）
安達　譲（学校法人ひじり学園せんりひじり幼稚
園園長、 財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究
機構研究研修協力委員、元大阪薫英女子大学非常
勤講師）
土井　貴子（比治山大学短期大学部幼児教育科講師）
大橋　隆広（比治山大学非常勤講師）

１２時間
平成２４年８月９日～
平成２４年８月１０日

１００人
平２４- 
８１３４０-
００６９４号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

宮城県
仙台市

　①教育課程と指導計画／「教育課程」とは何か、
その基本を概説する。そのうえで、これまでの教師
が計画し、その計画に従って実践するという計画の
あり方の問題点を検証し、保育という実践に生きる
計画のあり方を探る。子ども主体の保育を実践する
ことと「計画」することの間にある課題に注目し、
教師が計画すべき内容とは何なのかを考察する②環
境の構成と再構成について／幼児教育に必要な環境
をどう構築していくのか人的環境・物的環境から省
察する。

磯部　裕子（宮城学院女子大学教授）
宮本美和子（南光幼稚園園長、聖和学園短期大学
非常勤講師）

６時間 平成２４年８月１８日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５６６５６号

宮城県
仙台市

　１．幼児期における言葉の獲得 ( 発達）①子ども
の言葉の発達についての理解②子どもの言葉の遅れ

（障がい）の理解と援助③言葉の獲得を促す保育。２．
子どもの「遊び」を考える  ①遊びの意味　②子ども
の遊び　③玩具（ボール）　④玩具（積み木）　⑤人
形　⑥歌の力

三浦　主博（東北生活文化大学短期大学部教授）
東　義也（尚絅学院大学教授）

６時間 平成２４年８月１９日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５６６５７号

福島県
福島市

　幼稚園教諭を受講対象者とする。東日本大震災で
被災した幼稚園の状況をビデオを見ながら検証し、
子どもの安全について現状と課題について考察しな
がら、保育現場における今後のあり方について理解
を深める。また、地域社会との連携及び保護者支援
についても現状と課題について考察することにより、
これからの望ましい連携や支援について学ぶ事を目
的としている。

関　章信（福島めばえ幼稚園理事長・園長）
高橋　昇（原釜幼稚園園長、近畿大学豊岡短期大
学通信教育部非常勤講師）

６時間 平成２４年８月７日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６６７３号

栃木県
宇都宮市

　①保育基本用語の実践的理解とその活用…「領域」
「自由保育」「環境構成」「共感的理解」など、わかっ
ているはずの保育用語をもう一度整理しなおし、実
践の中で生かす②行事の保育内容化を図る…幼稚園
の行事とはいったいどういう意味があるのか。子ど
もの立場に立った行事にするためには日常の保育は
どうしたらいいのか。行事のやり方が変えられない
その理由はなにか。絶対に行う園行事に視点を当て、
保育のあり方を考え直す③保育者の仕事の内容…自
己チェックとは何か。

小林　研介（呑竜幼稚園園長、足利短期大学非常
勤講師、佐野短期大学非常勤講師）

６時間 平成２４年７月２６日 ３０人
平２４- 
８１３４０-
５６６６９号

群馬県
渋川市

　幼保一体化案などに見られる保護者への支援にお
ける「保育サービスの充実」は本来「保育の質的向上」
を意味するものである。昨今の子育て支援の現状を
分析し、親にも子どもにも有益性の高い保育を保障
するための手立てを探っていきたい。さらに、二つ
の視点、「幼稚園の保育実践」と家庭教育を実践する

「親への様々な支援」から、より専門性の高い実践的
見地での「子どもの見方」を考察し、キャリアアッ
プをはかりたい。

柳晋（育英短期大学教授）
竹内　幸男（高崎健康福祉大学教授）
湯川　秀樹（文部科学省幼児教育課教科調査官）

６時間
平成２４年８月８日～
平成２４年８月９日

３０人
平２４- 
８１３４０-
５６６５８号

東京都
千代田区

　①岡健先生を迎え園内研修のありかたを題材に、
②大豆生田啓友先生を迎え子育て支援にどう取り組
むかを題材に、③戸田雅美先生を迎え保育内容の充
実を題材にして、教職についての省察並びに子ども
の変化、子育て環境の動向を知り、学校の内外にお
ける連携協力についての理解も深めていく。

岡　健（大妻女子大学教授）
大豆生田　啓友（玉川大学准教授）
戸田　雅美（東京家政大学教授）

６時間
平成２４年９月２６日，
平成２４年１０月１０日，
平成２４年１１月２１日

１００人
平２４- 
８１３４０-
５６６６８号

神奈川県
相模原市

　①発達障害児教育特論—子どもの発達と特別支援
教育・保育の基本②保育実践の質を高めるためなど
を中心に講習を行う

Ｔｏｔｈ Ｇａｂｏｒ（相模女子大学学芸学部准教授）
片山　知子（和泉短期大学児童福祉学科准教授） ６時間 平成２４年８月９日 １００人

平２４- 
８１３４０-
５６６６２号



― 28 ― ２０１２．７／私幼時報

講習の

開催地
講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定番号

神奈川県
相模原市

　①教育実習における幼稚園での実習生指導につい
て②幼稚園教諭の専門性の向上―新人教諭の育成を
通して―についてなどを中心に講習を行う。

宇田川久美子（相模女子大学学芸学部准教授）
金元あゆみ（相模女子大学学芸学部専任講師） ６時間 平成２４年８月１０日 １００人

平２４- 
８１３４０-
５６６６３号

神奈川県
横浜市

　本講習では、幼稚園教育の現場のニーズが多様化
している現状に対し、心理学的な観点からのアプロー
チを試みます。この講習は、幼稚園教諭が、心理学
的な人間発達理論や、カウンセリングマインドなど
について、専門的な知識を習得することで、更なる
資質の向上が期待されるものとして企画されました。
その目的のために、①保護者との円滑な関係の構築、
②子どもが育つことへの総合的な支援③幼稚園にお
ける特別支援などを中心に講義等を行います。

久米　真浩（洗足こども短期大学幼児教育保育科
非常勤講師）

６時間 平成２４年８月４日 ６０人
平２４- 
８１３４０-
５６６６４号

神奈川県
横浜市

　保育をビデオで記録し共同省察しながら、幼児理
解を深め、自らの保育行為を振り返り、保育の専門
的力量を高めていこうとする保育カンファレンスを
どのように行っていったらよいのかを事例を通して
学ぶとともに、ビデオ記録の限界や功罪について理
解を深める。それらの写真やビデオを利用して、「子
どもの世界」を理解することを探っていきたいと思
います。

岸井　慶子（鎌倉女子大学短期大学部教授）

６時間 平成２４年８月１０日 ５０人
平２４- 
８１３４０-
５６６６５号

富山県
富山市

　保育の質を高めていく担い手としての保育者の資
質を育むための研修や研究は欠かせないものである。
では、今、どのような研修や研究の内容が求められ
るのであろうか。それらを「園内研修」という観点
から考えてみる講座としたい。また、「幼児理解」「保
育の計画と評価」「遊びと学び」などの大切な保育の
観点も受講者が共に考え合えるように進めていきた
い。

岡　健（大妻女子大学教授）

６時間 平成２４年８月１１日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６６７０号

富山県
富山市

　幼稚園教育の基本である環境による教育について
学習する。まず、保育の理念としての環境による教
育と保育実践における環境の構成の考えを明確にす
る。次に、これまでの保育実践を振り返り、自己お
よび自園の保育を検討し、問題を明らかにするとと
もに、解決策を具体的に導く。学習にあたっては自
己開示を積極的に行うことを通して協議に参加し、
今後の教育実践にむけての専門性を高める。

平山　許江（文京学院大学教授）

６時間 平成２４年８月９日 ４０人
平２４- 
８１３４０-
５６６７１号

山梨県
甲府市、
笛吹市

　「造形活動 ･ 遊びと学び」－発見と応用の喜び・楽
しみ－をテーマに、幼児期における造形活動の総合
学習としての意味を、作品と活動事例を基に考察し
ます。テーマを考える上で、造形活動を｢発見(出会い)
の機会｣と捉え、視点１：自身の感覚の発見（内的発見）
と、視点２：環境、刺激との関わり（外的発見）の
２点から、子どもたちの活動を見ていきたいと考え
ています。内容として、①３歳までの造形活動の意
味と造形活動の基本構造、②素材や画材、③仕組み ･
構造との出会い、などの観点から３回の講習を行い
ます。

伊藤　美輝（山梨学院短期大学保育科・専攻科保
育専攻教授） 

６時間
平成２４年８月１日，
平成２４年１０月１７日，
平成２４年１１月１４日

２０人
平２４- 
８１３４０-
５６６６１号

大阪府
大阪市

　本講習は、「保育環境を見直す」子どもの活動を豊
かにする物的・空間的環境のあり方、教師の役割に
ついて意義を再確認し、実践を振り返るなどを中心
に講習を行う。

埋橋　玲子（同志社女子大学現代社会学部現代こ
ども学科教授）

６時間 平成２４年９月１日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５６６６６号

広島県
広島市

　本講習は、①絵本を作る過程を通じて、子どもへ
の理解を深め、子どものものの捉え方、感じ方を学
ぶ②幼稚園の歩んできた歴史を振り返ることから、
幼児教育にとって普遍的に価値あるものを再認識す
る③日常の保育を振り返り、自己を見つめなおしつ
つ、経験ある幼稚園教師としてのあるべき姿を考え
る④災害など危機に遭遇したときの対処の方法を学
び、幼児の命を守る意識を高めるなどを中心に講習
を行う。

大豆生田　啓友（玉川大学教育学部乳幼児発達学
科准教授）
高田　憲治（広島女学院大学非常勤講師）
菅沼　邦子（広島女学院大学准教授）
木村　正邦（広島文教女子大学教育学部非常勤講
師）
寺田　喜平（川崎医療短期大学教授、川崎医科大
学医学部医学科准教授）
田中　晴子（エリザベト音楽大学専任講師）
中丸　元良（比治山大学短期大学部非常勤講師） 
菊野　秀樹（広島女学院大学非常勤講師）

１２時間
平成２４年８月１日～
平成２４年８月２日

８０人
平２４- 
８１３４０-
５６６５９号

高知県
高知市

　１．今、求められる教師の資質とは何かについ
て、①子どもと接して行く指導者としての役割②
２１世紀を生き、社会情勢に対応できる指導者の
資質とは何か③原点に立ち返り、もう一度何が大
切か見極める事の必要性④個々の持っている経験
が資質となる意味などについて講習を行いたい。 
２．坂本龍馬の生涯を通して、①人間力とは何か②
未来を見据える力とは③新たな道を切り開く力とは、
などについて講習を行いたい。また、龍馬の力の源
は何か、世界の未来を担う子どもたちへ、いま伝え
たいことなどについても講習を行いたい。

島内　貞夫（近畿大学九州短期大学非常勤講師）

６時間
平成２４年８月６日～
平成２４年８月７日

５０人
平２４- 
８１３４０-
５６６６０号

福岡県
福岡市

　保育者にとって、保育の基本となる「コミュニケー
ション」と「カウンセリングマインド」を多角的な
視点から学ぶものである。子どもとの関係性だけで
なく、保育を豊かに成り立たせて行く保護者や同僚
との関係性を含め、保育者の専門性を、あらためて
捉えなおし、考察する講習としたい。

兵頭　恵子（幼少年教育研究所所員）
蒲田　英範（筑紫女学園大学教授）

６時間 平成２４年８月１８日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５６６７２号

大分県
別府市

　少子化や核家族化など幼児を取り巻く社会や家庭
環境が大きく変化することで幼児教育の重要性が
益々高まっているので、これからの幼児教育や幼児
理解をより深める講習内容にする。

伊藤　昭博（別府大学短期大学部教授別府大学短
期大学部保育科学科長）
後藤　節美（別府大学短期大学部非常勤講師）

６時間 平成２４年８月１７日 １００人
平２４- 
８１３４０-
５６６６７号


